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成 沢 広 幸

は じ め に
　 ギ ・ ド ゥ ・ モ ー パ ッ サ ン （ 1 8 5 0 - 1 8 9 3 ）は 1 8 8 3 年、1 8 8 5 年、 1 8 8 6 年 の 三 回 に わ た っ

て 胃 と 心 臓 の 変 調 1 ） を 癒 す た め シ ャ テ ル ギ ュ イ ヨ ン 2 ） に 滞 在 し た が 3 ） 、 そ の 折 り の 体

験 は 『 ジ ル ・ ブ ラ ス 』 紙 に 「 オ ー ヴ ェ ル ニ ュ に て 」 と い う 題 で 掲 載 さ れ た り （ 1 8 8 3 年

7 月 1 7 日 ） 、 幾 つ か の 短 編 の 題 材 や 背 景 と な っ た り し た 4 ） 。 そ れ ら の 経 験 の 集 大 成 と

し て 誕 生 し た 『 モ ン ト リ オ ル 』 M o n t - O r i o l （ 1 8 8 7 年 、 ア ヴ ァ ー ル 社 ） は 元 々 『 ジ ル ・

ブ ラ ス 』 紙 に 二 回 に わ た っ て 連 載 さ れ （ 1 8 8 6 年 1 2 月 2 3 日 、 1 8 8 7 年 2 月 6 日 ） 、 次 い で

単 行 本 と し て 刊 行 さ れ た も の で あ っ た 。 モ ー パ ッ サ ン の 長 編 小 説 中 で 唯 一 地 名 を 関 し

た 題 名 を 持 つ こ の 小 説 は 、 し か し な が ら 『 女 の 一 生 』 U n e  v i e（ 1 8 8 3 年 ） や 『 ベ ラ ミ 』

B e l - A m i （ 1 8 8 5 ） な ど 他 の 長 編 と は 違 っ て フ ラ ン ス で も ま た わ が 国 で も モ ー パ ッ サ ン

の 長 編 の 代 表 作 と は 見 な さ れ て い な い 。 確 か に こ の 物 語 は 恋 愛 の コ ー ド に 従 っ て 読 む

限 り 、 人 妻 （ ク リ ス テ ィ ア ー ヌ ） と 青 年 （ ブ レ テ ィ ニ ） と の 恋 の 一 部 始 終 に せ よ 、 あ

る い は 年 頃 の 娘 （ シ ャ ル ロ ッ ト ） と 、 特 に 人 妻 （ ク リ ス テ ィ ア ー ヌ ） と い う 二 人 の 女

性 の 感 情 教 育 の 物 語 （ 彼 女 た ち を 捨 て た 男 た ち は 恋 愛 に お い て 少 し も 精 神 的 な 成 長 を

遂 げ る こ と が な い の に 対 し て 、 彼 女 た ち 二 人 は 傷 心 に よ っ て そ れ ま で の 少 女 的 な 曖 昧

な 世 界 か ら 大 人 の 女 の 覚 悟 を 要 求 す る 世 界 に 目 覚 め て い く ） と し て 読 む に せ よ 、 凡 庸

で は な い が 何 か も の 足 り な さ を 残 す の も 事 実 で あ る 。

　 し か し 観 点 を 変 え て み る と こ の 小 説 は 恋 愛 の 力 学 に 基 づ い た 読 み と 共 に 、 も う 一 つ

の 社 会 的 関 心 す な わ ち 当 時 フ ラ ン ス 中 で 見 ら れ た 温 泉 開 発 ブ ー ム の 物 語 を 喚 起 す る 。

つ ま り こ の 長 編 小 説 は 恋 愛 の コ ー ド で 読 み 解 く 方 法 と 金 融 資 本 に よ る 温 泉 開 発 の コ ー

ド に 従 っ て 読 み 解 く 方 法 の 二 通 り の 読 み を 可 能 に す る の で あ る 。 と は い え 、 こ の 二 つ

の 物 語 は そ れ ぞ れ 独 立 し て 無 関 係 に 存 在 す る わ け で は な く て 、 両 者 は 絡 み 合 い 一 体 と

な っ て こ の 長 編 を 形 成 し て い る 。 一 方 を 語 ら ず し て 他 方 を 理 解 す る こ と は で き な い 。

恋 の た く ら み と 温 泉 町 の 売 り 出 し は 密 接 不 可 分 の 関 係 に あ る の だ 。 本 稿 は 従 っ て 『 モ

ン ト リ オ ル 』 を こ の よ う な 二 つ の 観 点 に 留 意 し つ つ 読 も う と す る 試 み で あ る 。

1 9 世 紀 後 半 の 温 泉 事 情 5 ）

　 一 般 的 に い っ て フ ラ ン ス の 温 泉 リ ゾ ー ト は ナ ポ レ オ ン 三 世 の 第 二 帝 政 時 代 （ 1 8 5 2 -

7 0 ） に 大 き な 飛 躍 を 遂 げ た 。 道 路 や 鉄 道 な ど の 交 通 事 情 の 改 善 （ 大 抵 の 温 泉 リ ゾ ー ト

は 辺 鄙 な 場 所 に 位 置 し て い た ） 、 産 業 の 進 展 に よ る 富 裕 化 で 温 泉 療 養 と い う 一 種 の 贅

沢 を 以 前 よ り も 広 範 な 社 会 層 が 実 践 で き る よ う に な っ た こ と 、 ジ ョ ア ン ヌ の よ う な 観

光 ガ イ ド ブ ッ ク の 普 及 、 1 8 5 0 年 以 降 加 速 し た 鉱 泉 療 法 医 学 の 進 歩 、 冬 の 大 都 市 で の 社

交 シ ー ズ ン を 引 き 継 ぐ 、 春 か ら 夏 に か け て の 田 園 や 山 岳 で の シ ー ズ ン を 求 め る 有 閑 階



級 の 保 養 の 嗜 好 な ど に よ っ て 各 地 の 温 泉 リ ゾ ー ト は 繁 栄 し た 。 し か し 温 泉 の 適 応 症 や

広 報 宣 伝 活 動 以 上 に 、 何 よ り も 温 泉 リ ゾ ー ト の 名 声 を 確 立 し た の は 、 王 族 や 皇 族 の 来

訪 で あ っ た 。 そ の よ う に し て ナ ポ レ オ ン 三 世 の 滞 在 し た プ ロ ン ビ エ ー ル や ヴ ィ シ ー 、

サ ン ・ ソ ヴ ー ル 、 皇 后 の 滞 在 し た オ ー ・ ボ ー ヌ や オ ー ・ シ ョ ー ド な ど は 揺 る ぎ な い 名

声 を 勝 ち 得 た 6 ） 。 ま た こ の 当 時 は や は り 上 述 の よ う な 理 由 か ら 、 ル ネ サ ン ス 以 来 の 特

徴 で あ っ た ヨ ー ロ ッ パ 規 模 で の 温 泉 療 養 の 拡 大 が 挙 げ ら れ る 。 国 境 を 越 え て 王 族 や 貴

族 、 ブ ル ジ ョ ワ な ど 温 泉 療 養 者 は ド イ ツ の バ ー デ ン ・ バ ー デ ン 、 オ ー ス ト リ ア の カ ー

ル ス バ ー ド 、 ベ ル ギ ー の ス パ ー な ど ヨ ー ロ ッ パ 各 地 の 温 泉 リ ゾ ー ト に 滞 在 し た の で あ

る。

　 し か し 普 仏 戦 争 （ 1 8 7 0 - 1 8 7 1 ） の 敗 北 と 、 そ の 結 果 と し て の ア ル ザ ス ・ ロ レ ー ヌ 地

方 の ド イ ツ 帝 国 へ の 割 譲 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ た ナ シ ョ ナ リ ズ ム は 温 泉 療 養 に ま で 及

び 、 そ れ ま で 自 明 の も の と さ れ て い た 温 泉 町 の 国 際 性 が 疑 問 視 さ れ 、 い わ ば 温 泉 ナ シ ョ

ナ リ ズ ム と で も い う べ き 状 況 が 出 現 し た 。 こ う し て ド イ ツ へ の 敵 愾 心 か ら フ ラ ン ス 人

は 特 に ド イ ツ 語 圏 の 温 泉 療 養 リ ゾ ー ト を 見 捨 て 、 国 内 の 温 泉 リ ゾ ー ト に 向 か っ た の だ

が 、 こ の お か げ で フ ラ ン ス の 温 泉 療 養 は 戦 前 に ま し て 盛 ん に な っ た 。 バ ー デ ン ・ バ ー

デ ン に 代 表 さ れ る ド イ ツ の 温 泉 療 養 リ ゾ ー ト に 対 す る 「 こ う し た 排 除 現 象 に 企 業 家 の

温 泉 経 営 に 対 す る 嗜 好 が 加 わ る 。 す で に 第 二 帝 政 の も と で 生 ま れ て い た こ の よ う な 新

た な 傾 向 は 第 一 次 世 界 大 戦 ま で 高 ま っ た 。 温 泉 療 養 は 建 設 と 拡 大 と 美 化 の 時 代 を 迎 え

た 。 新 た な 源 泉 を 発 見 し 、 既 存 の 温 泉 を 最 大 限 利 用 し よ う と す る 意 思 が 新 た な リ ゾ ー

ト の 建 設 に よ っ て 表 さ れ た の で あ る 」 7 ） 。 こ の よ う に 多 く の 実 業 家 が 温 泉 開 発 と ミ ネ

ラ ル ウ ォ ー タ ー の 販 売 で 一 財 産 を 築 け る と 考 え た の だ が 、 モ ー パ ッ サ ン が 三 回 に わ た っ

て シ ャ テ ル ギ ュ イ ヨ ン に 滞 在 し た の は こ う い う 時 代 な の で あ っ た 8 ） 。 ま た 温 泉 町 に 滞

在 し た の は ほ と ん ど 富 裕 な 社 会 層 に 限 ら れ て い た が 9 ） 、 そ う し た 「 客 は 『 温 泉 療 養 者 』

の 一 部 分 で し か な か っ た 。 多 く の 客 は 衛 生 学 者 の 説 に 従 っ て 、 た だ 単 に 心 配 事 か ら 解

放されるために健康によくて、人を楽しませる快適な環境にやってくるのだった」 1 0 ） 。

モ ー パ ッ サ ン の み な ら ず 多 く の 文 学 者 （ 彼 ら も ま た 大 抵 は 裕 福 な 階 層 に 属 し て い た ）

も ま た 必 要 に 迫 ら れ て 、 あ る い は 社 交 生 活 の た め に 温 泉 療 養 に 出 か け た の で あ り 、 温

泉 町 の 発 展 に 関 心 を 抱 い た こ と は 確 か で あ る 。 た と え ば エ ミ ー ル ・ ゾ ラ は モ ー パ ッ サ

ン が 『 モ ン ト リ オ ル 』 を 執 筆 し て い る 間 、 ル ・ モ ン ・ ド ー ル に 妻 と 共 に 滞 在 し 、 温 泉

町 の 発 展 が テ ー マ の 小 説 を 構 想 し た が 、 モ ー パ ッ サ ン に 先 を 越 さ れ て 諦 め た の だ っ た
1 1 ） 。 自 分 自 身 の 温 泉 療 養 が 日 記 や 作 品 に 登 場 す る 作 家 は 19 世 紀 に 限 っ て も ミ シ ュ レ 、

メ リ メ 、 ツ ル ゲ ー ネ フ 、 フ ロ ベ ー ル 、 ゴ ン ク ー ル 兄 弟 、 エ レ デ ィ ア 、 ヴ ェ ル レ ー ヌ 、

マ ラ ル メ 、 ロ ス タ ン 、 ジ ッ ド 、 プ ル ー ス ト 、 マ ラ ル メ 、 テ ー ヌ 、 ア ル フ ォ ン ス ・ ド ー

デ 、 ミ ル ボ ー 、 コ レ ッ ト 、 ラ ル ボ ー な ど 多 彩 で 「 温 泉 文 学 史 」 が 編 め そ う な 人 数 で あ

る 1 2 ） 。 特 に ラ ル ボ ー は 出 身 が フ ラ ン ス 有 数 の 温 泉 町 ヴ ィ シ ー と い う だ け で は な く て 、

現 在 で も 世 界 中 で 販 売 さ れ て い る ミ ネ ラ ル ・ ウ ォ ー タ ー 「 サ ン テ ィ ヨ ー ル 」 の 開 発 者

で あ る 薬 剤 師 ニ コ ラ ・ ラ ル ボ ー の 一 人 息 子 で あ っ た 。



最 初 の シ ー ズ ン
　 物 語 の 舞 台 は 数 年 前 に 開 設 さ れ た 温 泉 （ 発 見 者 で あ り か つ 温 泉 監 督 医 1 3 ） で も あ る 医

師 の 名 前 を 取 っ て ボ ヌ フ ィ ー ユ 温 泉 と 命 名 さ れ た ） を 持 つ オ ー ヴ ェ ル ニ ュ 地 方 の 小 さ

な 町 ア ン ヴ ァ ル 、 物 語 の 期 間 は 連 続 し た 二 回 の シ ー ズ ン に わ た る 1 4 ） 。

　 物 語 の 発 端 に お い て ア ン ヴ ァ ル の 町 に は ボ ヌ フ ィ ー ユ 温 泉 し か 存 在 し て い な か っ た 。

こ の 地 方 の 投 機 家 た ち に よ っ て 売 り 出 さ れ て か ら ま だ 六 年 目 の 新 し い 温 泉 で あ っ た が 、

温 泉 監 督 医 の ボ ヌ フ ィ ー ユ 医 師 が こ の 温 泉 を 売 り 出 す に あ た っ て 執 筆 し た パ ン フ レ ッ

ト に は 風 光 明 媚 な 環 境 が 派 手 な 形 容 詞 の 多 い 荘 重 で 感 傷 的 な 文 体 で 綴 ら れ 、 ま た 温 泉

の 適 応 症 が 長 々 と 記 さ れ て い た 。 要 す る に 他 の 温 泉 町 を 同 じ 歩 み を ア ン ヴ ァ ル も 開 始

し た わ け だ っ た 。 次 い で こ の 温 泉 に こ の 地 方 出 身 の オ ノ ラ 医 師 と パ リ 出 身 の ラ ト ヌ 医

師 の 二 人 が 加 わ り 、 三 人 が ア ン ヴ ァ ル に や っ て く る 患 者 の 処 方 を し て い た 。 当 時 （

1 8 8 0 年 代 ） 、 温 泉 療 養 リ ゾ ー ト の 拡 大 に 伴 っ て 繁 栄 し て い る 温 泉 町 で 開 業 す る こ と が

流 行 と な っ て い た 。 当 時 の 開 業 医 、 特 に 田 舎 の 開 業 医 は 貧 し く 、 ま た 病 弱 や 高 齢 の 医

師 に と っ て シ ー ズ ン 中 だ け 集 中 し て 働 け ば か な り の 収 入 に な る 温 泉 医 は 魅 力 で あ っ た 。

こ の 物 語 の モ デ ル と な っ た シ ャ テ ル ギ ュ イ ヨ ン で は 1 8 7 0 年 か ら 1 9 1 4 年 に か け て 温 泉

医 が 3 人 か ら 1 7 人 に 増 加 し て い る 。 ち な み に フ ラ ン ス 最 大 の 温 泉 町 ヴ ィ シ ー で は 同 時

期 に 医 師 団 が 2 0 人 か ら 1 0 0 人 と 大 幅 に 増 え て い る 。 1 9 1 3 年 当 時 に は 1 0 0 カ 所 の 温 泉 療

養 リ ゾ ー ト で 総 計 7 0 0 名 の 温 泉 医 が 開 業 し て い た と い う （ 当 時 フ ラ ン ス に は お よ そ
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2 5 , 0 0 0 人 の 医 師 が 存 在 し た ） 1 5 ） 。

　 侯 爵 は こ の 温 泉 の 常 連 で あ り 、 ス プ レ ン デ ィ ド ・ ホ テ ル （ S p l e n d i d  H o t e l と い う 英

語 表 記 ） に 滞 在 し て い た 。 モ ネ キ ュ 親 子 、 オ ー ブ リ ・ パ ス ト ゥ ー ル 、 シ ョ フ ー ル 一 家 、

パ イ ユ 親 子 （ 母 と 娘 ） 、 リ キ エ 、 そ の 他 全 部 で 2 0 人 ほ ど の 滞 在 者 の な か で 作 者 が 名 前

を 挙 げ て い る 中 に 貴 族 の 名 前 は 侯 爵 一 家 以 外 に は な い 。 こ う し た 滞 在 者 の 階 層 傾 向 は 、

も ち ろ ん ホ テ ル の ラ ン ク に も よ る が 、 1 9 世 紀 後 半 以 来 目 立 っ て き た 貴 族 か ら ブ ル ジ ョ

ワ へ と い う 滞 在 者 の 主 流 の 交 代 を 反 映 し て い る 。 ラ ヴ ネ ル 侯 爵 は 、 結 婚 し て 2 年 た つ

の に い っ こ う に 子 供 に 恵 ま れ な い 娘 の ア ン デ ル マ ッ ト 夫 人 （ 2 1 歳 ） を 伴 っ て い た 。 こ

の 温 泉 が 不 妊 に も 効 能 を 有 す る と さ れ て い た か ら で あ っ た 。 侯 爵 と ア ン デ ル マ ッ ト の

行 き 違 い か ら ク リ ス テ ィ ア ー ヌ は 二 人 の 医 師 に ホ テ ル で 診 察 さ れ 、 処 方 を 受 け た 。 当

時 も 相 変 わ ら ず 2 1 日 間 と 定 ま っ て い た 療 養 期 間 1 6 ） に 患 者 は 医 師 の 診 察 を 5 回 受 け 、 そ

の た び に 新 た な 処 方 （ 飲 用 す る 鉱 水 の 種 類 と 量 と 回 数 、 入 浴 治 療 の 種 類 な ど ） を 与 え

ら れ る 慣 例 に な っ て い た 。 最 初 の 診 察 は 多 く が ホ テ ル で 行 わ れ た 。 診 察 の 後 で 彼 ら は

村 の 様 子 や 温 泉 を 見 物 に 出 か け る が 、 ク リ ス テ ィ ア ー ヌ は カ ジ ノ の オ ー ケ ス ト ラ （ と

い っ て も 構 成 員 は 四 人 だ が ） の 風 情 に 関 心 を 持 つ 1 7 ） 。 実 際 、 当 時 は ど ん な 小 さ な カ ジ

ノ で も 最 低 数 人 か ら な る オ ー ケ ス ト ラ を 抱 え 、 療 養 者 の 生 活 の リ ズ ム に 合 わ せ て 最 初

は朝の 8 時 半 、 二 回 目 は 午 後 2 時 、 最 後 は 午 後 8 時 と 、 一 日 に 少 な く と も 三 回 演 奏 を 行 っ

た 。 こ の よ う に 療 養 者 の 生 活 の 時 間 割 は 、 源 泉 を 取 り 巻 く 公 園 の 中 に 設 置 さ れ た キ オ

ス ク で 行 わ れ る オ ー ケ ス ト ラ の 演 奏 に よ っ て 区 切 ら れ て い た 。

　 彼 ら は 温 泉 施 設 で 入 浴 の 回 数 券 を 求 め る が 、 そ の 施 設 の 一 階 は そ う し た 温 泉 治 療 （ 入

浴 、 シ ャ ワ ー 、 鉱 泉 飲 用 、 サ ウ ナ 、 マ ッ サ ー ジ な ど ） に 当 て ら れ 、 二 階 は ア ル コ ー ル

類 販 売 や 音 楽 演 奏 と い っ た 娯 楽 用 に 充 て ら れ て い た 。 そ う い う 風 に し て 温 泉 町 に は つ

き も の の 遊 歩 道 や 温 泉 施 設 、 公 園 な ど を 散 策 し て い る 内 に ホ テ ル の 鐘 が 鳴 っ た の で 、

彼 ら は 昼 食 に 引 き 返 す 。 当 時 は ホ テ ル が 鐘 を 鳴 ら し て 昼 食 と 夕 食 の 時 間 を 知 ら せ て い

た 。 一 般 的 に フ ラ ン ス で は 1 9 0 0 年 頃 ま で 食 事 は 午 前 1 0 時 （ 昼 食 ） と 午 後 5 時 な い し 5

時 半 （ 夕 食 ） に 摂 ら れ て い た が 、 1 9 世 紀 中 頃 か ら は パ リ や 大 都 市 で は 食 事 の 時 間 帯 が

遅 く な っ て い っ た 。 し か し 温 泉 町 に 関 し て こ の 慣 習 が 守 ら れ た の は 、 鉱 水 の 飲 用 と 入

浴 治 療 と い う 温 泉 療 養 の 実 践 に 関 係 が あ る 。 実 際 、 1 9 0 0 年 以 前 に は 温 泉 療 養 者 の 一 日

と い う の は 医 師 の 処 方 を 厳 格 に 守 れ ば か な り 窮 屈 な も の で 、 午 前 6 時 前 に は 起 床 し 、

午 前 中 は 温 泉 施 設 や 源 泉 で の 治 療 （ 入 浴 や シ ャ ワ ー 、 鉱 泉 飲 用 ） に 費 や さ れ 、 1 0 時 半

な い し 1 1 時 に 昼 食 と な る 。 エ ク ス カ ー シ ョ ン を す る 場 合 に は 軽 く 昼 食 を と っ た 後 に 1

時 頃 に 出 発 し 、 4 時 か ら 4 時 半 ぐ ら い に 帰 着 し て 源 泉 で 鉱 水 を 飲 用 し て 、 夕 食 を 5 時 半

に と る 。 多 く の 療 養 者 は 午 後 を カ ジ ノ で 過 ご し 、 劇 が あ れ ば 夕 食 後 に も カ ジ ノ に 姿 を

見 せ る 。 1 1 時 、 遅 く と も 1 2 時 ま で に は す べ て の 施 設 が 閉 鎖 さ れ る 。 こ の よ う な 一 日 が

ほ ぼ 2 1 日 間 繰 り 返 さ れ る わ け だ が 、 ホ テ ル で の 食 事 に 関 し て は 当 時 は レ ス ト ラ ン で 個

別 に 摂 る の で は な く て 、 大 テ ー ブ ル で の 会 食 が 普 通 で あ っ た 。 席 順 は ホ テ ル へ の 到 着

順 で あ っ た の で 、 自 分 の 前 後 に 誰 が 到 着 し た か は 会 食 を 楽 し く も し 、 味 気 な く も す る

重 大 問 題 で あ っ た 。 ま た 療 養 者 に 大 量 か つ 多 彩 な 食 事 を 出 す こ と に つ い て は ホ テ ル 側

と 医 師 側 の 間 に し ば し ば 緊 張 が 生 ま れ た 。 医 師 の 側 は 病 人 を い た わ る 食 事 を 要 求 し た

の に 対 し 、 ホ テ ル 側 は 他 の ホ テ ル と の 競 争 と 療 養 者 に 付 き 添 っ て き て い る 健 康 な 人 々

（ 簡 単 に い っ て 療 養 者 と 同 じ 数 ） の た め と い う 二 つ の 理 由 で 食 事 を 美 食 に す る 傾 向 が

あ っ た の で あ る 。 ち な み に ヴ ィ シ ー の あ る ホ テ ル （ 最 高 級 と い う わ け で は な い が 第 一



級 の ホ テ ル ） で の 1 8 9 5 年 7 月 2 8 日 の 夕 食 の メ ニ ュ ー は 以 下 の 通 り で あ る （ 食 事 込 み の

料 金 は 一 日 1 0 フ ラ ン で あ っ た ） ： グ リ ー ン ピ ー ス の ク リ ー ム 煮 、 グ ザ ヴ ィ エ 風 伊 勢 エ

ビ 、 ロ シ ア 風 添 え 物 の 牛 ヒ レ 、 モ ン パ ン ス ィ エ 風 子 牛 の 胸 腺 、 バ リ グ ー ル 風 ア ー テ ィ

チ ョ ー ク 、 ブ レ ス 産 去 勢 鶏 の 串 焼 、 ト ル コ 風 サ ラ ダ 、 モ カ ア イ ス ク リ ー ム 、 ヌ ガ ー の

ピ エ ス モ ン テ 、 デ ザ ー ト 盛 り 合 わ せ 1 8 ） 。

　 さ て 侯 爵 の 一 行 は 昼 食 の 後 に オ リ オ ル 老 人 の 畑 の 岩 山 が 爆 破 さ れ る 光 景 を 見 物 に 出

か け る 。 老 人 が 長 年 耕 作 の 邪 魔 に な っ て い た 岩 山 を つ い に 爆 破 す る と い う 噂 は す で に

午 前 中 に 聞 い て い た の だ っ た 。 遠 巻 き に 取 り 囲 ん だ 群 衆 の 見 物 す る 中 で 岩 山 は 爆 破 さ

れ 、 群 衆 は そ の 跡 に 殺 到 し た 。 や が て そ の 騒 ぎ の 原 因 が 温 泉 の 湧 出 に あ る こ と が わ か

る 。 ア ン デ ル マ ッ ト は 湯 の 湧 出 を 注 意 深 く 見 つ め る 。 そ し て そ の 晩 の ホ テ ル の 夕 食 の

席 上 で ア ン デ ル マ ッ ト は 新 温 泉 の 売 り 出 し の 決 意 を 侯 爵 を は じ め と す る 会 食 者 に 語 る 。

左 手 の シ ャ テ ル ギ ュ イ ヨ ン 、 右 手 の ロ ワ イ ヤ に 伍 し て ア ン ヴ ァ ル で も 売 り 出 し 方 法 さ

え 巧 妙 な ら 成 功 す る と い う わ け で あ る 。

　 す べ て は 手 腕 、 機 転 、 臨 機 応 変 、 度 胸 の 問 題 で す 。 温 泉 町 を 作 り 出 そ う と い う

に は 、 そ れ の 売 り だ し か た を 心 得 て い ね ば な り ま せ ん 。 そ れ だ け で た く さ ん で す 。

そ し て 、 そ れ を 売 り だ す に は 、 パ リ の 大 医 師 団 を こ の 事 業 に 関 係 さ せ ね ば な り ま

せん。…鉱泉を手に入れるだけでは、じゅ

う ぶ ん で は あ り ま せ ん 。 そ れ を 飲 料 に し な け れ ば な り ま せ ん 。 し か も そ れ を 飲 料

に す る た め に は 、 新 聞 そ の 他 で 《 匹 敵 す る も の な き 鉱 泉 ！ 》 な ど と 自 己 宣 伝 す る

だ け は 足 り ま せ ん 。 わ れ わ れ の 必 要 と す る 鉱 泉 愛 用 家 大 衆 や 患 者 大 衆 に た い し 、

医 薬 に 散 財 を 惜 し ま ぬ 、 格 別 に 人 の 言 を 信 じ や す い 大 衆 に た い し て 影 響 力 を 持 っ

て い る 唯 一 の 連 中 、 つ ま り 医 師 諸 先 生 の 口 か ら 、 ひ か え め に そ う い わ せ る こ つ を

知 っ て い な け れ ば な り ま せ ん 。 …

は 医 師 の 口 を の み 通 し て 語 れ 、 で す 1 9 ） 。

　 実 に こ こ に 温 泉 町 を 売 り だ す 資 本 の 論 理 が 明 確 に 述 べ ら れ て い る 。 基 本 的 に 温 泉 の

質 や 温 泉 地 の 気 候 条 件 は 別 と し て 、 何 よ り も 効 果 的 な 宣 伝 、 籠 絡 し た 医 師 を 通 し て の

療 養 者 獲 得 、 そ し て 鉱 水 を ボ ト リ ン グ し て 販 売 す る と い う ミ ネ ラ ル ・ ウ ォ ー タ ー 事 業

の 必 要 性 ま で 言 及 さ れ て い る 。 実 際 、 鉱 泉 開 発 か ら 引 き 出 せ る 利 益 は 、 ミ ネ ラ ル ・

ウ ォ ー タ ー を フ ラ ン ス 内 外 で 販 売 で き な け れ ば 大 き な も の に は な ら な い 。 ミ ネ ラ ル ・

ウ ォ ー タ ー 販 売 か ら あ が る 利 益 は 、 温 泉 施 設 （ こ の 維 持 は 非 常 に 高 く つ い た ） の 運 営

か ら 上 が る 利 益 よ り も も っ と 多 額 だ っ た の で あ る 。 ミ ネ ラ ル ・ ウ ォ ー タ ー 開 発 に 特 化

し た 手 本 は ロ ワ ー ル 県 の サ ン ・ ガ ル ミ エ や ア リ エ 県 の サ ン テ ィ ヨ ー ル な ど に す で に 存

在 し て い た 。 そ こ に 存 在 す る の は 温 泉 治 療 施 設 で も 鉱 水 飲 用 者 で も な く 、 た だ ミ ネ ラ

ル ・ ウ ォ ー タ ー の ボ ト リ ン グ と 発 送 を 行 う 企 業 の み だ っ た の で あ る 。 サ ン ・ ガ ル ミ エ

で は す で に 1 8 7 0 年 に 4 0 0 万 ボ ト ル 、 さ ら に は 1 9 1 0 年 に は 2 5 0 0 万 ボ ト ル の 出 荷 量 を 達

成 し て い た 。 サ ン ・ ガ ル ミ エ の ミ ネ ラ ル ・ ウ ォ ー タ ー は 開 発 者 の 農 夫 の 名 前 を と っ て

バ ド ワ と 呼 ば れ る 。 ま た ヴ ィ シ ー か ら 7 キ ロ の サ ン テ ィ ヨ ー ル の 鉱 水 は 第 二 帝 政 時 代

に ヴ ィ シ ー の 薬 剤 師 ニ コ ラ ・ ラ ル ボ ー に よ っ て 売 り 出 さ れ た が 、 前 述 の よ う に こ れ は

文 学 者 ヴ ァ レ リ ・ ラ ル ボ ー の 父 親 で あ る 2 0 ） 。



　 ア ン デ ル マ ッ ト は 夕 食 後 に 直 ち に オ リ オ ル 老 人 の も と に 赴 く が （ 前 述 し た よ う に 温

泉 町 の ホ テ ル の 夕 食 時 間 は 当 時 午 後 5 時 な い し 5 時 半 と い う 早 い も の で あ っ た ） 、 そ の

道 す が ら ゴ ン ト ラ ン に 向 か っ て 語 る 言 葉 も ま た 疑 い を 知 ら な い 資 本 家 の 誇 り と 全 能 感

に 満 ち て い る 。

　 き み に は 、 き み ら の よ う な 人 間 に は 、 わ か ら な い だ ろ う 、 ど ん な に お も し ろ い

も の か 、 事 業 っ て も の が 。 … そ れ

時 に 、 政 治 で あ り 、 戦 闘 で あ り 、 外 交 で あ り 、 い っ さ い な の だ 、 す べ て な の だ ！

常 に 探 求 し 、 発 見 し 、 発 明 し 、 あ ら ゆ る こ と を 理 解 し 、 あ ら ゆ る こ と を 予 想 し 、

あ ら ゆ る こ と を く ふ う し 、 あ ら ゆ る こ と を 敢 行 し な け れ ば な ら な い 。 今 日 、 大 争

闘とは、金でたたかわれる戦いのことなのだ。…

われわれこそ、今日の権力者なのだ。そうだ、真の、唯一の権力者なのだ！…

わ れ わ れ の 事 業 で は 、 人 間 を 操 縦 す る す べ を も 、 誘 導 し 懐 柔 す る す べ を も 心 得 て

い な け れ ば な ら な い 。 い や 、 ま っ た く の 話 、 そ ん な ふ う に な ん で も や っ て の け ら

れ た ら 、 生 き る っ て こ と は 楽 し み だ ぜ ！ 2 1 ）

　 す で に ア ン デ ル マ ッ ト の 頭 の 中 で は ち っ ぽ け な ア ン ヴ ァ ル の 村 が 都 市 と な り 、 多 く

の 大 ホ テ ル が 建 ち 並 び 、 大 勢 の 裕 福 な 療 養 者 と 付 き 添 い で 賑 わ う 姿 が 見 え て い る の で

あ る 。 オ リ オ ル 家 に 着 く と 早 速 ア ン デ ル マ ッ ト は 老 人 に 温 泉 の 湧 き 出 た 付 近 の 区 画 の

買 収 の 交 渉 に は い る 。 今 回 は 提 案 だ け で 正 式 な 申 し 込 み は 老 人 が ゆ っ く り 考 え た か ら

と い う こ と で 引 き 上 げ る が 、 オ リ オ ル 老 人 の 方 も オ ー ヴ ェ ル ニ ュ の 狡 猾 な 農 民 の こ と

と て 、 息 子 の ジ ャ ッ ク と 相 談 し な が ら 、 今 回 の 唐 突 な 出 来 事 か ら ど の よ う に し た ら 最

大 限 の 利 益 を 得 ら れ る か を 考 え る 2 2 ） 。 一 方 ア ン デ ル マ ッ ト の 側 で も 慈 善 会 を 開 催 し て

そ の 寄 付 集 め と い う 名 目 で ク リ ス テ ィ ア ー ヌ と オ リ オ ル 姉 妹 を 接 触 さ せ て オ リ オ ル 家

の 出 方 を 探 ろ う と す る 。 教 会 で の ミ サ 、 そ こ で の 寄 付 集 め 、 カ ジ ノ に 場 所 を 移 し て の

余 興 な ど 、 温 泉 町 に つ き も の の 気 晴 ら し に よ っ て ク リ ス テ ィ ア ー ヌ と オ リ オ ル 姉 妹 は

親 し く な る 。 ア ン デ ル マ ッ ト は 新 温 泉 の 売 り 出 し 準 備 の た め に パ リ に 戻 っ て い っ た が 、

彼 ら つ ま り 侯 爵 と 息 子 ゴ ン ト ラ ン 、 ブ レ テ ィ ニ 、 ク リ ス テ ィ ア ー ヌ 、 ル イ ー ズ と シ ャ

ル ロ ッ ト の オ リ オ ル 姉 妹 の 六 人 は そ れ か ら し ば し ば 馬 車 で 近 辺 の エ ク ス カ ー シ ョ ン に

出 か け 、 親 密 の 度 合 い を 増 し て い く 。 ま た こ の よ う な 交 際 を 通 し て ブ レ テ ィ ニ は 次 第

に ク リ ス テ ィ ア ー ヌ に 惹 か れ て い く が 、 彼 女 の 方 で も 彼 に 対 す る 関 心 を 高 め て い く 。

　 彼 女 は 「 生 ま れ つ き 屈 託 の な い 、 お だ や か な 、 満 ち た り た 心 を 恵 ま れ て い た の で 、

深い夢ごこちを味わったことなどかつてなかった。…

う ぶ な 少 女 た ち が そ の う ち に 生 き て い る あ の 眠 り か ら 、 ま だ 目 ざ め て い な か っ た 。 そ

れ は 、 心 情 と 、 思 考 と 、 感 覚 と の 眠 り で あ っ て 、 あ る 種 の 女 た ち に は 死 ぬ ま で つ づ く

眠 り で あ る 」 2 3 ） 。 そ う し た 一 種 の 麻 痺 状 態 に 生 き て い た 彼 女 に と っ て 、 女 優 相 手 の 色

恋 沙 汰 で 自 殺 ま で 考 え た 激 情 家 だ と い う ブ レ テ ィ ニ は 遠 い 存 在 の よ う に 思 え た の だ っ

た 。 し か し 日 々 の 交 際 や 時 折 の エ ク ス カ ー シ ョ ン （ 侯 爵 や ゴ ン ト ラ ン な ど と 一 緒 で あ っ

た ） で 、 彼 は 絶 え ず ク リ ス テ ィ ア ー ヌ の 満 ち た り た 平 穏 な 心 の な か に 波 紋 を 起 こ す の

で あ っ た 。 彼 女 は 次 第 に そ の 波 に 自 分 の 心 が 揺 す ぶ ら れ る の を 感 じ て い く 。 お 互 い の

好 意 が 遊 戯 以 上 の も の に な る の に 時 間 は か か ら な か っ た 。



　 し か し 、 ク リ ス テ ィ ア ー ヌ の う ち に 、 真 実 の 媚 態 が あ ら わ れ た せ つ な か ら 、 彼

女 が 男 を 誘 惑 す る た め に 女 本 来 の あ ら ゆ る 手 管 を 発 見 し た と き か ら 、 … 彼 は 、 こ

の 淡 泊 な 道 楽 者 は こ の 天 真 ら ん ま ん な 女 の 嬌 態 に ひ っ か か っ て し ま っ て 、 彼 女 を

愛 し は じ め た 2 4 ） 。

　 二 週 間 ほ ど た っ て ア ン デ ル マ ッ ト が パ リ か ら 戻 っ て き た と き 、 す で に 彼 女 の 心 は ブ

レ テ ィ ニ に 移 っ て い た 。 し か し ア ン デ ル マ ッ ト は 妻 の 変 化 に い さ さ か も 気 づ か ず 、 オ

リ オ ル 老 人 と の 交 渉 に 取 り か か り 、 決 着 さ せ る が 、 老 人 は 最 後 ま で 土 地 の 売 却 を 拒 ん

だ。

　 け っ き ょ く 、 つ ぎ の ご と く 話 が 決 ま っ た 。 す な わ ち 、 オ リ オ ル じ い さ ん が 会 社

に 現 物 出 資 す る の は 、 細 流 ぞ い に ひ ろ が っ て い る 地 所 全 部 、 つ ま り 鉱 泉 の 出 そ う

な 地 所 全 部 と 、 加 う る に カ ジ ノ と ホ テ ル を 建 て る 予 定 の 丘 の 頂 と 、 斜 面 の ブ ド ウ

畑 若 干 で あ る 2 5 ） 。

　 ア ン デ ル マ ッ ト は こ の 交 渉 を ま と め る と 直 ち に パ リ に 引 き 返 し て い っ た が 、 ホ テ ル

を 発 つ と き 「 妻 に は キ ス す る の を 、 あ わ や 忘 れ る と こ ろ だ っ た 。 そ れ ほ ど 、 ほ か の こ

と に 気 を と ら れ て い た の だ っ た 」 2 6 ） 。 だ が ク リ ス テ ィ ア ー ヌ の 方 で も 夫 の そ う い う す

げ な い 態 度 に よ っ て 気 持 ち が 楽 に な っ た こ と も 確 か だ っ た 。 こ の 夜 、 初 め て 彼 女 の 部

屋 に 忍 ん で き た ブ レ テ ィ ニ の 腕 の 中 に ク リ ス テ ィ ア ー ヌ は 我 が 身 を 委 ね る 。

　 ア ン デ ル マ ッ ト は そ の 後 数 週 間 、 パ リ で 財 界 や 銀 行 界 か ら 出 資 者 を 募 り 、 彼 ら 七 名

を 引 き 連 れ て ア ン ヴ ァ ル に 戻 っ て く る 。 即 日 新 会 社 の 設 立 総 会 、 引 き 続 い て 重 役 会 を

開 催 す る の で あ る 。 出 席 者 は 公 証 人 や 書 記 を 別 に す れ ば 、 ア ン デ ル マ ッ ト と 彼 の 連 れ

てきた 7 人 の 株 主 、 侯 爵 、 ゴ ン ト ラ ン 、 ブ レ テ ィ ニ 、 オ リ オ ル 老 人 と 息 子 の ジ ャ ッ ク 、

そ し て ア ン ヴ ァ ル の 三 人 の 温 泉 医 の 一 人 ラ ト ヌ 博 士 で あ っ た 。 彼 は ア ン デ ル マ ッ ト に

取 り 入 っ て 新 温 泉 の 温 泉 監 督 医 と い う 得 が た い 地 位 を 約 束 さ れ て い た 。

　 ア ン デ ル マ ッ ト は 総 会 を 宣 言 す る 挨 拶 の 中 で 、 ボ ヌ フ ィ ー ユ 泉 を 管 理 運 営 す る 会 社

と 競 争 状 態 に は い る こ と 、 そ し て そ れ に 勝 利 す る た め に 同 じ 地 方 の 温 泉 リ ゾ ー ト の ル ・

モ ン ・ ド ー ル に 通 じ る モ ン ト リ オ ル （ オ リ オ ル 山 ） と い う 名 称 を 新 温 泉 に 与 え る こ と

を 提 案 す る 。 ま た 公 益 を 旨 と す る 温 泉 施 設 の 認 可 を 得 る 予 定 だ と も 述 べ る が 、 実 際 当

時 に あ っ て は 源 泉 を 巡 る 係 争 が 多 く 、 源 泉 保 護 の た め に 既 存 の 源 泉 の 半 径 1 キ ロ 以 内

の 温 泉 開 発 は 禁 止 さ れ て い た が 2 7 ） 、 源 泉 の 地 下 水 脈 は そ れ 以 上 に 拡 が っ て い た の で こ

う し た 規 制 は 効 果 が 薄 か っ た 。 そ こ で 出 て く る の が 「 公 益 」 と い う 考 え で 、 こ れ は

1 9 1 4 年 ま で 鉱 泉 規 制 の 基 本 法 と し て 機 能 し て い た 「 鉱 水 の 源 泉 の 整 備 と 保 護 に 関 す る

1 8 5 6 年 7 月 1 4 日 法 」 の な か で 重 視 さ れ た 考 え で あ っ た 。 こ の 法 律 に 則 っ て 公 益 性 を 認

め ら れ た 源 泉 の 周 囲 で は 厳 し い 保 護 措 置 が 取 ら れ た 。 開 発 禁 止 区 域 の 半 径 も 必 要 に 応

じ て 1 キ ロ 以 上 に 変 更 さ れ た 。 こ の よ う に 源 泉 所 有 者 に と っ て 自 分 の 開 発 権 が 侵 害 さ

れ な い と い う 有 利 な 面 が 存 在 し た 一 方 で 、 公 益 が 認 可 さ れ た 源 泉 に つ い て は 国 の 監 視

の 目 が 光 り 、 所 有 者 と い え ど も 国 の 事 前 許 可 な く し て は い か な る 整 備 事 業 も 行 え な く

な っ た 。 さ ら に 源 泉 の 管 理 が 杜 撰 だ っ た り 公 益 に 叶 っ て い な か っ た り し た 場 合 に は 国

が 源 泉 を 収 用 す る 可 能 性 も 存 在 し た 。 自 由 に 源 泉 整 備 を 行 お う と す る 所 有 者 の 中 に は 、



こ う し た リ ス ク を 理 由 と し て 公 益 性 認 可 の 申 請 を 見 送 る も の も 現 れ た ほ ど で あ っ た 。

ま た こ う し た 認 可 に は 医 学 ア カ デ ミ ー が 好 意 的 な 意 見 を 寄 せ ね ば な ら な か っ た が 、 政

治 的 な 引 き 立 て が あ る と こ れ は 容 易 だ っ た 。 パ リ で ア ン デ ル マ ッ ト が 奔 走 し た 中 に こ

れ ら の 方 面 へ の 働 き か け が あ っ た こ と は 間 違 い が な い 。 彼 は 認 可 の 「 確 信 」 を 持 ち 、

「 大 臣 の 言 質 」 も 得 て い る こ と を 挨 拶 の 中 で 述 べ て い る か ら で あ る 。

　 総 会 に 引 き 続 い て 行 わ れ た 重 役 会 で 社 長 に 選 出 さ れ た ア ン デ ル マ ッ ト は 新 温 泉 の 売

り 出 し に 関 し て 、 か つ て ホ テ ル の 夕 食 の 席 上 で 行 っ た よ う な 宣 伝 重 視 の 戦 略 を 再 び 述

べ る 。 こ の よ う な 広 告 宣 伝 の 発 展 は モ ー パ ッ サ ン が 身 を も っ て 体 験 し て い た 1 9 世 紀 後

半 の 現 実 を 繁 栄 し て い る 。 す で に 第 二 帝 政 時 代 に 大 き な 影 響 力 を 持 っ た 記 事 広 告 は 存

在 し て い た と は い え 、 雑 誌 や 新 聞 の 大 広 告 や 観 光 ガ イ ド ブ ッ ク 、 各 温 泉 リ ゾ ー ト や 観

光 協 会 が シ ー ズ ン ご と に 発 行 す る パ ン フ レ ッ ト 類 な ど が そ れ に と っ て 代 わ っ て い っ た 。

各 温 泉 リ ゾ ー ト は 競 っ て 温 泉 の 効 能 や 娯 楽 を 書 き 立 て る 広 告 を 出 し た が 、 各 鉄 道 会 社

も ま た 、 連 絡 し て い る 温 泉 リ ゾ ー ト の 源 泉 や カ ジ ノ な ど を 自 社 ポ ス タ ー に 描 き た て た

の だ っ た 2 8 ） 。 こ の よ う に ジ ャ ー ナ リ ズ ム の 進 展 と 相 ま っ て 新 聞 や 雑 誌 に あ ら わ れ た 提

灯 記 事 や 大 広 告 、 街 の 新 た な 装 飾 と な っ た ポ ス タ ー 類 が 世 人 の 目 を 引 い て い た 。 「 温

泉 地 は ま た 比 較 的 最 近 の 産 業 、 つ ま り 広 告 に 興 味 深 い 可 能 性 を 与 え た 。 1 8 6 3 年 に ブ ル

ミ エ （ ヴ ィ ッ テ ル の 開 発 者 。 筆 者 註 ） が デ ラ ッ ク ス ホ テ ル の 中 の 一 つ を 落 成 し た と き 、

彼 は パ リ の 4 0 人 の 医 師 た ち と 同 じ く 首 都 の ジ ャ ー ナ リ ズ ム の 様 々 な 代 表 者 た ち を 旅 費

持 ち で 招 待 し 、 丁 重 に も て な し た 。 公 告 と 広 報 は 温 泉 リ ゾ ー ト の 予 算 の 基 本 的 な 項 目

と な っ た 。 大 部 分 の 温 泉 リ ゾ ー ト は パ リ の ジ ャ ー ナ リ ズ ム の 記 事 に よ っ て 売 り 出 さ れ

る か 、 金 銭 ず く の 小 冊 子 （ 『 ル ・ モ ン ・ ド ー ル の 1 5 日 』 と か 『 サ ラ ン の シ ー ズ ン 』 、

『 エ ク サ ン ・ サ ヴ ォ ワ の 夏 』 と い っ た 形 式 ） や 、 『 ヴ ォ ー ジ ュ の 鉱 泉 リ ゾ ー ト ガ イ ド 』

（ 1 8 7 9 年 に ブ ル ミ エ の 長 男 ア ン ブ ロ ワ ー ズ が 出 版 し た ） の よ う な ガ イ ド ブ ッ ク に よ っ

て 知 ら さ れ た 。 … ひ も 付 き で な い 様 々 な

や 劇 作 、 オ ペ レ ッ タ な ど が 温 泉 町 の 生 活 を も て は や し て い た 。 し か し そ れ で も 温 泉 リ

ゾ ー ト の 広 告 費 は 増 加 し 続 け た 。 た と え ば ヴ ィ ッ テ ル は 広 告 費 に 1 8 8 2 年 ま で に お よ そ

15 万 フ ラ ン を 費 や し た が 、 こ の 額 は 次 の 10 年 間 に は 10 倍 と な っ た の で あ る 」 2 9 ） 。

　近代の大問題と申せば、みなさん、宣伝ということであります。宣伝こそは、現代商工業の

神であります。宣伝をよそにしては、救済の道はありません。最も、宣伝術なるものは、むず

かしく、複雑で、多大なこつを必要とします。…今日では、やんやと騒ぎたてれば、かえって

うさんくさく思われ、けばけばしいポスターは人々の苦笑を買い、名まえを街頭に呼び歩くの

は、好奇心よりも警戒心のほうをよけいに呼び起こさせます。とは申せ、公衆の注意をひくこ

とは必要であります。しかして、注意をひいたあとでは、納得させねばなりません。したがっ

て、売りにだそうと思うものがきまれば、宣伝術は、手段を、功を奏しうる唯一の手段を発見

するにあります。ところで、みなさん、わたくしどもとしては、鉱泉を売りにだそうとしてお

るのですから、医師を通じて、患者をつかまえねばなりません30）。

　 そ し て 新 温 泉 の 適 応 症 を 三 つ の グ ル ー プ に 分 け 、 そ れ ぞ れ の 分 野 の 治 療 の 大 家 の 医

学 部 教 授 を 新 温 泉 に 招 待 し て 、 彼 ら が 望 め ば 土 地 代 は 無 料 で 格 安 の 別 荘 を 進 呈 す る と

い う 方 法 で 彼 ら を 懐 柔 籠 絡 し 、 彼 ら の 患 者 、 す な わ ち 温 泉 療 養 者 を 来 訪 さ せ よ う と い



う 計 画 を 示 す 。 資 本 家 が 金 の 力 を 借 り て 医 師 を 意 の ま ま に 操 り 、 医 師 は 患 者 を 動 員 す

る と い う 図 式 が で き が っ た の で あ る 。 実 際 、 「 医 師 た ち は 開 発 業 者 の 野 心 に 奉 仕 す る

用 意 が 出 来 て い た 。 と い う の も 彼 ら は 、 リ ゾ ー ト の 売 り 出 し は 医 学 と い う よ り も 社 交

や 建 築 、 さ ら に は 資 本 主 義 に よ っ て 行 わ れ る こ と を 承 知 し て い た か ら で あ る 」 3 1 ） 。

　 そ の 晩 の ホ テ ル の 夕 食 会 は 村 長 や 司 祭 も 交 え て 盛 大 な も の に な っ た が 、 ク リ ス テ ィ

ア ー ヌ と ブ レ テ ィ ニ は 浮 か な い 顔 を し て い た 。 侯 爵 が 今 回 の 療 養 期 間 が 長 引 い て い る

こ と で 翌 日 に 息 子 や ク リ ス テ ィ ア ー ヌ と 共 に パ リ に 戻 る こ と に し て い た か ら で あ っ た 。

最 早 二 人 き り で 自 由 な と き に 会 う こ と が で き な く な っ た ブ レ テ ィ ニ は 茫 然 自 失 の 体 で

あ っ た が 、 ク リ ス テ ィ ア ー ヌ は パ リ に 戻 っ て か ら も 逢 瀬 を 続 け ら れ る よ う に と き び き

び と 手 は ず を 整 え 、 ブ レ テ ィ ニ を 励 ま す の だ っ た 。

　 こ の よ う に ア ン デ ル マ ッ ト は ボ ヌ フ ィ ー ユ 温 泉 に 対 し て 宣 戦 布 告 し た わ け だ が 、 実

際 に シ ャ テ ル ギ ュ イ ヨ ン で 起 こ っ た 温 泉 投 機 騒 動 と い う の は こ れ と は や や 趣 を 異 に し

て い る 。 と い う の も 、 物 語 で は 既 存 の 地 元 資 本 の 温 泉 に 対 し て パ リ 資 本 （ と い っ て も

オ リ オ ル 老 人 も 参 加 し て い る が ） の 外 部 勢 力 が 戦 い を 挑 む と い う 構 図 に な っ て い る が 、

実 際 に 起 こ っ た こ と は そ の 反 対 だ っ た か ら で あ る 。

　 1 8 7 5 年 に シ ャ テ ル ギ ュ イ ヨ ン の 温 泉 監 督 医 に 就 任 し た ア ル マ ン ・ ア レ ク シ ス ・ バ ラ

デ ュ ッ ク 医 師 は モ ー パ ッ サ ン の 父 親 の 友 人 で も あ り 、 モ ー パ ッ サ ン に シ ャ テ ル ギ ュ イ

ヨ ン で の 温 泉 療 養 を 勧 め た 人 物 で あ る が 、 1 8 7 8 年 に ラ イ ヴ ァ ル 関 係 に あ っ た 二 つ の 温

泉 （ 4 0 年 来 の 歴 史 を 持 つ バ ル ス 温 泉 と 歴 史 の 浅 い ブ ロ ソ ン 温 泉 3 2 ） を パ リ の 銀 行 家 フ

ラ ン ソ ワ ・ ブ ロ カ ー ル （ す で に ロ ワ イ ヤ と ラ ・ ブ ル ブ ー ル の 温 泉 開 発 に 関 係 し て い た ）

の 資 金 供 与 に よ っ て 一 つ に 統 合 し よ う と 思 い 立 つ 。 ブ ロ カ ー ル は ま ず 新 た な 源 泉 調 査

の た め と 温 泉 施 設 や ホ テ ル を 建 設 す る た め に 、 シ ャ テ ル ギ ュ イ ヨ ン の あ り っ た け の 土

地 を 買 い 占 め た 。 そ れ か ら 二 つ の 温 泉 の 経 営 者 と の 買 収 交 渉 の 結 果 、 1 8 7 8 年 9 月にシャ

テ ル ギ ュ イ ヨ ン 鉱 水 会 社 が 設 立 さ れ る 。 社 長 は 銀 行 家 ブ ロ カ ー ル で 温 泉 施 設 を 改 修 し 、

サ ル ド ン 川 沿 い の 買 収 し た 土 地 に ス プ レ ン デ ィ ド ・ ホ テ ル （ S p l e n d i d  H o t e l と い う 英

語 表 記 で あ っ た ） を 建 設 し た （ こ の 当 時 は パ ラ 家 の 経 営 ） 。 こ の ホ テ ル は モ ー パ ッ サ

ン が 滞 在 し 、 小 説 中 で も そ の ま ま 名 称 が 使 わ れ て い る 。 ま た ブ ロ カ ー ル は ク レ ル モ ン ・

フ ェ ラ ン 大 学 理 学 部 化 学 教 授 の ト ゥ ル シ ョ （ す で に ピ ュ イ ・ ド ゥ ・ ド ー ム 県 の 鉱 泉 に

つ い て の 多 く の 著 作 を 著 し て い た ） の 助 力 を 得 て こ の リ ゾ ー ト を 売 り 出 そ う と し た 。

同 年 1 8 7 8 年 に 新 た な 源 泉 が 開 発 さ れ 、 高 名 な 鉱 泉 療 法 学 者 の 名 を 取 っ て ギ ュ ブ レ と 命

名 さ れ た 。

　 こ の よ う に シ ャ テ ル ギ ュ イ ヨ ン の 温 泉 は パ リ 資 本 に よ っ て 統 合 さ れ た の だ が 、 こ の

温 泉 リ ゾ ー ト 売 り 出 し に よ っ て 土 地 の 人 間 は 恩 恵 を 被 っ た と は い え 、 必 ず し も パ リ 資

本 の 成 功 に 好 意 的 で は な か っ た 。 そ の 結 果 、 今 度 は ク レ ル モ ン ・ フ ェ ラ ン の 卸 売 商 や

金 利 生 活 者 な ど 、 オ ー ヴ ェ ル ニ ュ 地 方 の 名 士 た ち が 地 元 資 本 を 結 集 し て 、 ブ ロ カ ー ル

の 先 例 に し た が っ て 、 温 泉 の 出 そ う な サ ル ド ン 川 沿 い の 土 地 を 地 主 シ ャ ピ ュ か ら 買 い

占 め 、 コ ミ ュ ー ヌ の 協 力 を 得 て 1 8 8 2 年 に シ ャ テ ル ギ ュ イ ヨ ン 大 温 泉 会 社 を 設 立 し た 。

そ こ か ら 二 つ の 温 泉 開 発 会 社 の 間 の 争 い が 起 こ り 、 さ ら に 温 泉 医 た ち や 温 泉 会 社 に た

い し て 自 分 の 土 地 の 売 却 を も く ろ む 多 く の 住 民 を 巻 き 込 ん だ 争 い に 発 展 し た 。 し か し

こ の 会 社 は 二 年 後 に 行 き 詰 ま り 1 8 8 4 年 に 破 産 し た 。 土 地 や 温 泉 施 設 は 結 局 既 存 の 温 泉

会 社 に 転 売 さ れ た 3 3 ） 。



　 1 8 8 3 年 に モ ー パ ッ サ ン が 初 め て シ ャ テ ル ギ ュ イ ヨ ン に 来 訪 し た 折 り は 、 ま さ に こ の

温 泉 リ ゾ ー ト は 敵 対 す る 温 泉 会 社 間 の 対 立 の 最 中 に あ っ た 。 バ ラ デ ュ ッ ク 医 師 の 治 療

を 受 け て い た モ ー パ ッ サ ン は 毎 日 こ の 戦 い と そ れ が 引 き 起 こ す 多 く の 小 競 り 合 い を 聞

か さ れ て い た 3 4 ） 。

翌 年 の シ ー ズ ン
　 翌 年 の シ ー ズ ン に は す で に 新 温 泉 モ ン ト リ オ ル の 温 泉 治 療 施 設 や カ ジ ノ 、 遊 歩 道 、

ホ テ ル な ど 温 泉 町 の 主 要 部 分 を な す 施 設 が 完 成 し て い た 。 一 般 的 に い っ て 温 泉 町 の 都

市 計 画 に お い て 「 も っ と 大 事 だ っ た の は 観 光 用 の 設 備 で あ り 、 こ れ は 時 代 を 追 う 毎 に

改 善 さ れ て き て い た 。 道 路 が 建 設 や 改 修 さ れ 、 歩 道 が 出 現 し 、 公 園 や 遊 歩 道 が 造 ら れ 、

日 陰 や 装 飾 と し て 道 沿 い に 木 が 植 え ら れ 、 祭 り の た め の ホ ー ル や 舞 踏 会 場 、 劇 場 、 カ

ジ ノ が 作 ら れ て 療 養 者 や 観 光 客 の 娯 楽 に 供 さ れ た 。 彼 ら の 数 は ま だ 少 な か っ た が 、 自

分 の 健 康 よ り も 娯 楽 設 備 の 方 を 多 く 気 に か け て い た の で あ る 」 3 5 ） 。

　 ア ン デ ル マ ッ ト は 斯 界 の 権 威 の マ ・ ル ー セ ル 、 ク ロ シ ュ 、 レ ミ ュ ゾ の 三 教 授 の 後 援

を 得 て 、 彼 ら は 自 分 た ち の 患 者 を そ れ ぞ れ 二 、 三 百 人 ほ ど モ ン ト リ オ ル 温 泉 に 送 っ て

き て い た が 、 彼 ら 自 身 も 招 待 を 受 け て 滞 在 す る 予 定 で あ っ た 。 シ ー ズ ン は 6 月 初 旬 か

ら で あ っ た が 正 式 な 開 設 式 は 7 月 1 日 に な っ て い た 。

　 さ て モ ン ト リ オ ル 温 泉 の 開 設 式 は 源 泉 の 命 名 式 か ら 始 ま る 予 定 で あ っ た が 、 ク ロ ヴ ィ

ス 老 人 が 温 泉 の 入 り 口 で 温 泉 の 治 癒 効 果 を 否 定 す る 中 傷 を 誰 彼 か ま わ ず 広 め て い る と

い う の で 、 す で に 昨 年 ク ロ ヴ ィ ス 老 人 の こ と で オ リ オ ル 親 子 の 陥 穽 に 落 ち た こ と を 今

で は 十 分 承 知 し て い る ア ン デ ル マ ッ ト は 、 今 度 は 自 分 が ク ロ ヴ ィ ス 老 人 を 利 用 し て 温

泉 の 治 癒 効 果 を ア ピ ー ル し よ う と も く ろ ん で 、 ク ロ ヴ ィ ス 老 人 に 取 引 を 持 ち か け 、 老

人 を 黙 ら せ る 。 後 に ク ロ ヴ ィ ス 老 人 に 治 癒 の 芝 居 を さ せ て 、 積 極 的 に 温 泉 の 宣 伝 に 利

用 し よ う と い う の だ 。

　 痛 風 病 み の 治 療 を は じ め て や っ た と き 、 オ リ オ ル 親 子 に い っ ぱ い く わ さ れ た が 、

今 度 が 自 分 が も の ご と を 信 じ や す い 病 人 た ち を な ぶ り も の に し て い た の だ っ た 。

治 療 の こ と に な る と 、 病 人 と い う も の は 、 実 に ろ う ら く し や す い も の で あ る 。 そ

こ で 、 い ま で は 彼 は 、 こ の 治 療 の 道 化 し ば い を 自 分 自 身 の た め に 演 じ て い る の だ っ

た 3 6 ） 。

　 ア ン デ ル マ ッ ト は ま た 、 ク リ ス テ ィ ア ー ヌ 、 ル イ ー ズ 、 シ ャ ル ロ ッ ト と い う 名 前 を

付 け た モ ン ト リ オ ル 温 泉 の 三 つ の 源 泉 の 命 名 式 の あ と の 舞 踏 会 の 前 に 、 ゴ ン ト ラ ン を

呼 ん で 、 す で に 彼 が 母 親 の 遺 産 を す べ て 費 消 し 、 将 来 父 親 の 遺 産 と し て 入 る は ず の 4 0

万 フ ラ ン も す で に 借 金 の か た に 取 ら れ て い る こ と 、 つ ま り 早 晩 破 産 は 免 れ な い こ と を

告 げ る 。 か と い っ て ゴ ン ト ラ ン に は 多 く の 持 参 金 を 持 つ 裕 福 な 娘 を 見 つ け だ し て 、 籠

絡 す る ほ ど の 根 気 は な か っ た 。 そ こ で ア ン デ ル マ ッ ト は オ リ オ ル 老 人 の 二 人 娘 の い ず

れ か と 結 婚 す る こ と を ゴ ン ト ラ ン に 提 案 す る 。 そ れ に よ っ て ゴ ン ト ラ ン は 破 産 を 免 れ 、

ア ン デ ル マ ッ ト は 娘 の 婚 資 と な る 温 泉 付 近 の 土 地 を 入 手 で き る の で あ る 。

　ご存じのとおり、ぼくは初手から、ここの温泉場で大当たりをとった。ところで、あのこすっ



からい百姓が手放さずにいる地所を全部、ぼくの掌中に、というよりむしろぼくたちの掌中に

握れば、ぼくは大もうけをしてみせるんだがね。浴場からホテルへ、ホテルからカジノへとう

ちつづいてるブドウ畑だけについていっても、このぼくは、アンデルマットは、あすにでも、

百万フランはだそう。ところで、あのブドウ畑にしろ、丘をずっととりまいているほかのブド

ウ畑にしろ、娘たちの嫁入り資産になるそうだ。…そこでだ……もしきみさえその気なら、ぼ

くたちふたりで、ひとつ大仕事をやってのけられなしないかね？37）

　 そ の た め の 第 一 歩 が こ れ か ら 始 ま る 舞 踏 会 な の だ っ た 。 こ の よ う に ア ン デ ル マ ッ ト

は す べ て 計 算 ず く で こ の 提 案 を 行 っ た の だ が 、 ゴ ン ト ラ ン は さ り げ な く こ う 答 え る 。

「 ぼ く は 、 シ ャ ル ロ ッ ト ・ オ リ オ ル に 申 し こ ん で み よ う 」 3 8 ） 当 然 こ の 発 言 は 二 重 で あ

る 。 す な わ ち 舞 踏 会 で の パ ー ト ナ ー の 申 し 込 み と 、 結 婚 の 申 し 込 み で あ る 。 こ の 晩 か

ら ゴ ン ト ラ ン の シ ャ ル ロ ッ ト へ の 接 近 が 開 始 さ れ た 。

　 ア ン ヴ ァ ル の 町 に は ボ ヌ フ ィ ー ユ 温 泉 の 温 泉 監 督 医 の ボ ヌ フ ィ ー ユ 医 師 、 新 設 の モ

ン ト リ オ ル 温 泉 の 温 泉 監 督 医 の 地 位 に お さ ま っ た パ リ 出 の ラ ト ヌ 医 師 、 こ の 両 人 と も

折 り 合 い の い い こ の 地 方 出 身 の オ ノ ラ 医 師 と い う そ れ ま で の 三 人 に 加 え て 、 新 温 泉 の

開 設 で 新 た に 二 人 の 温 泉 医 が 加 わ っ た 。 と い っ て も 最 初 の イ タ リ ア 人 医 師 マ ゼ ー リ 博

士 は ス ペ イ ン の 貴 族 ラ マ ス 公 爵 夫 妻 お 抱 え の 侍 医 な の で モ ン ト リ オ ル 温 泉 に 開 業 し に

や っ て き た わ け で は な い 。 と は い え そ の 美 男 ぶ り と 彼 が お か れ て い る 特 殊 な 状 況 に よ っ

て こ の 3 0 が ら み の イ タ リ ア 人 医 師 は 、 稀 少 物 を 手 に 入 れ よ う と す る マ ニ ア さ な が ら の

嫉 妬 と 羨 望 を 婦 人 患 者 た ち の 間 に 巻 き 起 こ す 。

　この美男の医師は、数日のうちにあらゆる婦人患者の目標となった。彼の意見を少し

でも聞きだそうとして、ありとある策略が用いられていた。…

れというのが、この先生は、一般公衆のための奉仕するという立場にはいないからであっ

た。…彼は公爵夫人に所属し、公爵夫人だけに専属していたか

である。こうした立場自体が、かえって人々の努力をあおり、欲望をそそった。それに、

公爵夫人はやきもちやきだ、ひどいやきもちやきだ、とひそひそかげ口をたたくものも

いた。それで、これら婦人たちみんなのあいだでは、美男のイタリア人博士の助言を得

ようとして、激しいせりあいが演じられた 39 ）。

　 も う 一 人 は レ ミ ュ ゾ 教 授 の つ て で こ の 温 泉 町 に や っ て き た 老 齢 の 信 心 深 い ブ ラ ッ ク

博 士 で あ っ た 。 一 般 的 に 何 人 か の 温 泉 医 の い る 温 泉 町 で は 宗 教 的 ・ 政 治 的 に 穏 健 な 考

え の 老 医 師 が い て 、 そ う い う 医 師 は 聖 職 者 や 伝 道 師 、 修 道 士 や 修 道 女 の み な ら ず 、 彼

ら の 紹 介 す る 信 心 深 い 患 者 を 多 く 持 っ て い た 。 温 泉 町 で は 信 心 深 い 医 師 と い う の も 患

者 に ア ピ ー ル す る 一 つ の 営 業 姿 勢 と な っ て い た の で あ る 。 聖 職 者 は 位 階 の 上 下 を 問 わ

ず 1 7 世 紀 か ら 温 泉 療 養 者 の 重 要 な 部 分 を 占 め て い て 、 た と え ば コ ー ト ゥ レ で は 通 常

1 2 0 人 か ら 1 5 0 人 の 司 祭 が 滞 在 し 、 年 々 そ の 数 は 増 加 し て い っ た と い う 4 0 ） 。 ブラック

医師はまさにこの典型であって、司祭から紹介された患者を得たが、このシーズンにドイツ

のマルデブルク公妃というカトリックの老妃殿下がモントリオルに来訪し、ローマの枢機卿

の紹介でブラック博士を召しだしてからは「彼の診察を受けることは、たしなみのよい、高

尚で、大いに当世風のこととされていた。ブラック博士こそは、理想的な唯一の医師、婦人



が絶対に信頼できる唯一の医師である、といわれていた。…ことに、老女連は博士を

崇拝していた」 41 ）。このように貴族の来訪の及ぼす効果は大きく、貴族の位階があがればそ

れだけ影響力は増した。モ ン ト リ オ ル 温 泉 に は す で に ド イ ツ の 老 妃 殿 下 の 他 に ス ペ イ ン

の ラ マ ス 公 爵 夫 妻 が 滞 在 し て い た が 、 こ れ と て ア ン デ ル マ ッ ト の 働 き か け が な か っ た

と 言 い 切 れ る だ ろ う か 。 こ の よ う に し て 各 温 泉 町 は 究 極 の 広 告 塔 と し て の 王 族 や 皇 族

の 来 臨 を こ い ね が う よ う に な る 。 何 も こ の よ う な 現 象 は 温 泉 町 だ け に 見 ら れ る の で は

な く て 、 ニ ー ス や カ ン ヌ な ど 冬 期 の 避 寒 リ ゾ ー ト に お い て も 、 ま た フ ラ ン ス の み な ら

ず 他 の 国 で も 同 様 で あ っ た 。 「 王 や 王 族 は 何 も 発 明 し な い が 、 彼 ら の 来 訪 こ そ が リ ゾ ー

ト に と っ て は 決 定 的 な の で あ る 。 誰 を 挙 げ よ う か 。 イ ン ド 女 王 を 兼 ね る ヴ ィ ク ト リ ア

女 王 は ワ イ ト 島 や グ ラ ー ス を 世 に 出 し 、 イ レ ー ル や ニ ー ス の シ ミ エ 、 エ ク ス ・ レ ・ バ

ン の た め に 多 く の 寄 与 を 行 っ た 。 ビ ア リ ッ ツ の 常 連 で あ っ た ユ ー ジ ェ ニ ー 皇 后 は そ こ

に ナ ポ レ オ ン 三 世 を 連 れ て 行 っ た が 、 今 度 は ナ ポ レ オ ン 三 世 が ビ ス マ ル ク を 伴 う と い

う こ と に な っ た 。 ヴ ィ シ ー 、 プ ロ ン ビ エ ー ル 、 バ ー デ ン 、 ホ ン ブ ル ク 、 エ ム ス 、 カ ー

ル ス バ ー ド な ど の 今 日 最 も 評 価 さ れ て い る 温 泉 リ ゾ ー ト は 1 9 世 紀 に 君 主 た ち や 首 相 た

ち が 頻 繁 に 訪 れ た リ ゾ ー ト で あ る 。 …著名な人物の来訪は、適切な宣伝活動を行 っ た 偉 大 な

医 師 た ち の 巧 み さ に よ っ て 、 あ る い は 資 本 主 義 的 な 開 発 業 者 に よ っ て お 膳 立 て が な さ

れ る と い う こ と が あ る 。 ジ ャ ー ナ リ ズ ム の 力 は リ ゾ ー ト に と っ て 非 常 に 重 要 な の で あ

る 」 4 2 ） 。 モ ー パ ッ サ ン は 、 少 な く と も 1 1 回 は 温 泉 療 養 リ ゾ ー ト に 滞 在 し て フ ラ ン ス

の 温 泉 町 の 発 展 に 多 大 の 貢 献 を な し た ナ ポ レ オ ン 三 世 の 第 二 帝 政 の 開 始 （ 1 8 5 2 年 ） と

ほ ぼ 時 を 同 じ く し て 誕 生 （ 1 8 5 0 年 ） し て い る の で 、 こ う し た 時 代 の 雰 囲 気 を 身 を も っ

て 感 じ て い た は ず で あ る 。

　 さ て 美 男 の イ タ リ ア 人 医 師 に 婦 人 患 者 が 熱 を 上 げ て い る こ と で 、 マ ゼ ー リ 医 師 が 人 々

の 噂 の 的 と な っ た が 、 そ の う ち 人 々 の 関 心 は 他 の 噂 に 移 っ た 。 ラ ヴ ネ ル 伯 爵 ゴ ン ト ラ

ン が 農 民 の 娘 シ ャ ル ロ ッ ト に 求 愛 し て い る と い う 噂 で あ る 。

　 ゴ ン ト ラ ン は カ ジ ノ 開 業 祝 賀 舞 踏 会 の 口 あ け に シ ャ ル ロ ッ ト と 踊 っ た あ の 晩 か

ら と い う も の 、 こ の 娘 に ま つ わ り つ い て い た 。 男 た ち が 自 分 た ち の 魂 胆 を 隠 し だ

て も せ ず に 相 手 の き げ ん を と ろ う と す る と き に 見 せ る 、 あ り と あ る こ ま か い 心 づ

か い を 、 お お っ ぴ ら に 、 娘 に 向 か っ て 見 せ て い た 。 そ れ と 同 時 に 、 二 人 の 平 生 の

交 際 は 、 陽 気 で 自 然 な い き ご と の 趣 を お び て い た が 、 こ れ が い ず れ は ふ た り を 愛

情 へ と 導 く の は 当 然 だ っ た 4 3 ） 。

　 姉 の ル イ ー ズ は 無 意 識 の 嫉 妬 も 交 え て 妹 に 意 見 す る が 妹 は 聞 き 入 れ ず 、 ま た 父 親 の

オ リ オ ル 老 人 は あ る 種 の 満 足 感 を も っ て こ の 交 際 を 容 認 す る 。 ク レ ル モ ン ・ フ ェ ラ ン

の 令 嬢 た ち に 混 じ っ て 修 道 院 で 教 育 を 受 け た と は い え 、 ブ ド ウ 作 り の 家 に 生 ま れ た 自

分 は や が て 公 証 人 か 弁 護 士 、 医 者 あ た り と 結 婚 す る こ と に な る だ ろ う と 漠 然 と 思 っ て

い た シ ャ ル ロ ッ ト に 、 今 ま で 思 い も か け な か っ た 世 界 が 開 か れ よ う と し て い た 。 「 彼

女 は ひ と 息 入 れ る ご と に 、 口 の 中 で 『 ラ ヴ ネ ル 伯 爵 夫 人 』 と つ ぶ や い て い た 」 4 4 ） 。さ

ら に 何 回 か 侯 爵 と ク リ ス テ ィ ア ー ヌ 、 ブ レ テ ィ ニ な ど の い つ も の 顔 ぶ れ で エ ク ス カ ー

シ ョ ン や 遊 び を 重 ね て ゴ ン ト ラ ン は 求 愛 の 成 功 を 確 信 す る 。 こ の よ う に 準 備 を 整 え る

と ゴ ン ト ラ ン は ア ン デ ル マ ッ ト に オ リ オ ル 老 人 の 意 向 を そ れ と な く 打 診 さ せ る 。 だ が

そ の 結 果 は 意 外 な も の で あ っ た 。



　 じ い さ ん の や つ 、 こ ち ら の 手 に は 乗 ら な か っ た ん だ 。 「 そ の 話 は 、 ど っ ち の 娘

に す る か で 、 ち が っ て き ま さ あ 。 姉 の ル イ ー ズ の ほ う だ っ た ら 、 婚 資 は こ う な っ

と る 」 と 返 事 し て 、 浴 場 の 周 囲 に あ る 地 所 を い ち い ち あ げ た ん だ 。 浴 場 を ホ テ ル

に 、 ホ テ ル を カ ジ ノ に 結 ん で い る 地 所 、 つ ま り 、 こ ち ら に は 必 要 欠 く べ か ら ざ る

地 所 全 部 、 ぼ く に と っ て は 評 価 で き ぬ ほ ど の 価 値 を 持 っ て い る 地 所 な の さ 。 こ れ

に 反 し 、 妹 娘 に は 山 の 反 対 側 を く れ て や る と い う の だ 。 こ れ に し た っ て 、 た ぶ ん 、

のちのちにはたいした金目になるものだろうが、ぼくには一文の値打ちもないのさ。…

最上等地は手ばなさずに、妹娘をきみにくれてやろうというのさ。…

ぼくがきみだったら……肩の棒をかつぎ変えるがなあ」 45 ）

　 翌 日 か ら ゴ ン ト ラ ン は 妹 に 加 え て 姉 に ま で 慇 懃 な 態 度 を 示 し 始 め 、 徐 々 に 妹 か ら 姉

に 関 心 の 比 重 を 移 し て い っ た が 、

官 能 の 上 で は シ ャ ル ロ ッ ト に ひ き つ け ら れ 、 利 得 の 点 で は ル イ ー ズ に 心 を よ せ て

い る ゴ ン ト ラ ン は 、 自 分 が こ ん な 役 回 り を 演 ぜ ね ば な ら ぬ こ と に い ら い ら し て 、

ル イ ー ズ に は 微 笑 を 見 せ な が ら も 、 口 の 中 で は こ う つ ぶ や い て い た 。 「 な ん と ！

お ま え の く そ お や じ め 、 お れ に い っ ぱ い く わ し た 気 で い や が る が 、 い ま に お ま え

を こ っ ぴ ど い め に あ わ し て や る ぞ 。 お れ の 腕 の い い と こ ろ を お 目 に か け て や る か

らな」 4 6 ）

と い う よ う に 、 心 の 中 で は オ リ オ ル 老 人 に 対 す る 復 讐 の 念 に 燃 え て い た 。 し か し ル イ ー

ズ の 方 は 妹 に 対 す る 意 識 し な い 嫉 妬 に 付 け 入 ら れ た 形 と な り 、 自 分 の 巡 り 合 わ せ に 驚

き 、 ほ と ん ど 勝 ち 誇 っ た よ う な 晴 れ や か な 心 持 ち に な っ て い た 。 「 自 分 の 混 乱 し た 頭

の 中 に た だ よ っ て い る 考 え 、 唯 一 の 考 え は 、 自 分 が 妹 に 勝 っ た と い う 勝 利 感 だ っ た 」
4 7 ） 。

　 一 方 、 ク リ ス テ ィ ア ー ヌ は 開 業 祝 賀 会 の 晩 、 外 で 落 ち 合 っ た と き に 始 め て ブ レ テ ィ

ニ が 最 早 彼 女 を 愛 し て い な い こ と に は っ き り と 気 づ い た 。 そ れ は パ リ で 逢 瀬 を 重 ね た

結 果 、 彼 女 が 妊 娠 し た か ら で あ っ た 。

　 こ の 男 が 情 人 の 種 族 に 属 し こ そ す れ 、 ご う も 父 親 の 種 族 に は 属 さ な い 人 間 で あ

る の を 、 彼 女 は さ と っ て い な か っ た 。 彼 は 、 女 が 妊 娠 し た と 知 っ て か ら 、 思 わ ず

知 ら ず 、 彼 女 か ら 遠 ざ か り 、 彼 女 に い や 気 が さ し て い る の だ っ た 。 お よ そ 女 に し

て、 生殖の役目を果たしたものは、もはや恋愛の対象となる資格はない、と、彼はかつてしば

しばいっていた。…肉体をそなえた女性の場合、彼があがめるのは、女神ウェヌス、その神聖

なわき腹が、石女の清らかな形体を永久に保つべきウェヌスにほかならなかった48）。

　しかしクリスティアーヌはこの現実を受け入れず、ますますブレティニに執着し、「オーヴェル

ニュに着くやいなや、矢つぎばやの必死な手紙を書いてポールを呼び寄せたのだった。…そして

いまでは、はしたない、泣きつかんばかりの愛情で、彼を悩ませているのだ」49）。ブレティニも優

柔不断な性格からはっきりとした決着をつけられないでいた。そこに持ち上がったのがゴントラン



の変心の件である。ブレティニはゴントランの変心を詰るが、逆にクリスティアーヌとの仲を当て

こすったとも取れる反論を受け、ブレティニは沈黙してしまう。

　 寂 れ て カ ジ ノ も 閉 鎖 し た ボ ヌ フ ィ ー ユ 温 泉 と 対 照 的 に モ ン ト リ オ ル 温 泉 に は 療 養 客

が 押 し 掛 け て い た が 、 ア ン デ ル マ ッ ト は さ ら な る 整 備 を 考 え て い た 。 つ ま り 療 養 者 や

付 き 添 い の 人 々 を ホ テ ル の 外 に 連 れ だ し て 様 々 な 気 晴 ら し を さ せ て 滞 在 期 間 を 長 引 か

せ る た め に 、 ホ テ ル と カ ジ ノ を 結 ぶ 石 こ ろ だ ら け の ひ ど い 道 路 を 快 適 な 環 境 に 整 備 す

る 計 画 で あ っ た が 、 こ れ に は ゴ ン ト ラ ン と 姉 娘 ル イ ー ズ と の 結 婚 に と も な っ て 彼 女 の

婚 資 と し て も た ら さ れ る 地 所 が 不 可 欠 で あ っ た 。 そ し て 姉 娘 の 攻 略 は 一 同 で の 度 重 な

る エ ク ス カ ー シ ョ ン や 、 オ ノ ラ 医 師 の 家 を 舞 台 と し た デ ー ト な ど で 順 調 に 進 ん で い た

の で 、 こ の 整 備 計 画 へ の 不 安 は な か っ た 。 も う 一 つ 温 泉 リ ゾ ー ト に 一 般 的 な 宣 伝 方 法

も 実 行 さ れ る 。 そ れ は 「 気 象 通 報 」 で あ り 、 「 観 光 ガ イ ド ブ ッ ク は 気 温 の 一 覧 表 や 風

向 き の 比 較 な ど を 載 せ て い た 」 5 0 ） が 、 そ れ を 温 泉 監 督 医 の ラ ト ヌ 医 師 の 助 言 に 従 っ て

パ リ の 大 新 聞 に も 載 せ よ う と い う の で あ る 。

　およそある温泉リゾートの気温はといえば、近隣の競争温泉リゾートの気温よりも上々で、

変化が少なく、むらなく温暖でなければなりません。ですから、おもだった言論機関の気象通

報に予約加入をなさってください。…年末にとる平均温度が、近接地で最上と思われる平均温

度よりもいちだんとよろしくなるようにとりはからいましょう。大新聞を広げたとたん、とっ

さにわたくしどもの目につくのは、夏場ならヴィシーや、ロワイヤや、ル・モン・ドールや、

シャテルギュイヨン等々の気温であり、冬場ならカンヌや、マントンや、ニースや、サン・ラ

ファエルの気温なのです。それで、そういう土地では、年がら年じゅう暖かくて、晴天つづき

でなければならないのですよ、社長さん、それというのも、パリっ子にこう思わせたいためで

す。「ちぇっ、うまくやってやがる、あそこへ行ってるやつらは！」ってね51）。

　 ゴ ン ト ラ ン の 変 心 が は っ き り し て か ら 、 し か も そ の 相 手 が 自 分 の 姉 で あ る の を 間 近

か ら 見 て 、 シ ャ ル ロ ッ ト は 以 前 の 陽 気 さ が 抑 制 さ れ 、 落 ち 着 き が 加 わ り 、 や や 辛 辣 さ

も 併 せ 持 つ よ う に な っ て い た 。 度 重 な る 一 同 で の エ ク ス カ ー シ ョ ン や オ ノ ラ 医 師 宅 で

の 姉 妹 と の 同 席 に よ っ て ブ レ テ ィ ニ は 次 第 に こ の 妹 娘 に ひ か れ て い く 。 ま さ に ゴ ン ト

ラ ン の 評 す る よ う に ブ レ テ ィ ニ は 「 恋 愛 を 背 に 載 せ て 疾 走 す る 馬 」 で 「 一 つ を 地 面 に

ふ り 落 と し て も 、 つ ぎ の が と び 乗 る 」 5 2 ） の で あ っ た 。

　すでにしばらく前から、彼は、自分ではそれと気づかずに、この見捨てられた娘のみずみず

しい、身うちにしみとおるような魅力にとりつかれていた。実にかわいくて、気だてがよく、

すなおで、まっ正直で、むじゃきな娘だと見ぬいていたので、はじめは同情の念に心を動かさ

れたのだった。それは、女たちの悲しみが、いつでも、われわれに催させる、あの涙もろい同

情の気持ちだった。ついで、たびたび娘と会っているうちに、自分の胸の中に…あの愛情の小

さな種子を芽ばえさせていた。そして、いまでは…自分が恋のとりこになっているのを感じ始

めていた53）。

　 こ の 間 、 ゴ ン ト ラ ン の ル イ ー ズ へ の 求 愛 は あ る 晩 、 ア ン デ ル マ ッ ト が 使 者 と な っ て

オ リ オ ル 家 に 正 式 に 申 し 込 む と こ ろ ま で 進 展 し た 。 ア ン デ ル マ ッ ト は 以 前 の オ リ オ ル



老 人 の 言 質 を 引 き 合 い に 出 し て 、 彼 女 の 婚 資 と し て は 土 地 の み （ も ち ろ ん ア ン デ ル マ ッ

ト に と っ て は か け が え の な い 土 地 で あ る ） を 要 求 し た 。 オ リ オ ル 老 人 は 持 参 金 を 出 さ

ず に 済 む と い う の で 安 心 し た が 、 少 し で も 多 く の 地 所 を 留 保 し よ う と ア ン デ ル マ ッ ト

と 議 論 し 、 図 面 上 で も 実 地 で も 婚 資 と な る 土 地 を 確 認 す る の だ っ た 。

　 ブ レ テ ィ ニ と ゴ ン ト ラ ン は オ ノ ラ 医 師 の 家 で お 茶 を す る オ リ オ ル 姉 妹 と 毎 日 の よ う

に 会 っ て い た が 、 あ る 時 か ら そ の 家 に イ タ リ ア 人 医 師 の マ ゼ ー リ が 出 入 り す る の に 気

づ く 。 こ の 美 男 の 医 師 は 追 従 か ら 料 理 ま で 第 一 級 の 腕 前 を 披 露 し て た ち ま ち オ ノ ラ 家

の お 気 に 入 り と な る 。 彼 の 計 画 は 明 ら か で あ っ た 。 ル イ ー ズ は 婚 約 し て い る の で 、 妹

娘 の シ ャ ル ロ ッ ト を 狙 っ て い る の だ っ た 。 元 々 マ ゼ ー リ 医 師 は 公 爵 夫 妻 、 特 に 公 爵 夫

人 の お 気 に 入 り だ っ た が 、 モ ン ト リ オ ル に 滞 在 す る よ う に な っ て か ら は 、 ア ン デ ル マ ッ

ト が 招 待 し た 三 人 の 高 名 な 医 学 部 教 授 の 一 人 ク ロ シ ュ 教 授 が 伴 っ て き た 娘 と 親 し げ に

交 際 し て い た 。 そ れ が 教 授 の 反 対 で シ ャ ル ロ ッ ト に 乗 り 換 え よ う と し て い る の だ と 思

わ れ た 。 オ ノ ラ 医 師 宅 で の 毎 日 の 二 人 の つ ば ぜ り 合 い は 「 ち ょ う ど 、 同 じ 獲 物 に 食 い

つ い て い る 二 匹 の 犬 の よ う に 」 5 4 ） 激 し く な っ て い っ た 。 シ ャ ル ロ ッ ト の 方 で も 、 「 ゴ

ン ト ラ ン の 寝 が え り に こ り て い た か ら 、 こ れ か ら も あ り う る 幻 滅 に た い し て は ち ゃ ん

と 心 が ま え が で き て い る 、 気 持 ち も 錬 ら れ て 武 装 さ れ て い る 、 と で も い っ た ふ う だ っ

た。彼女は、二人の求愛者のあいだを、手ぬかりなく、巧妙に泳ぎまわっていた」 5 5 ） 。

と こ ろ が あ る 日 、 マ ゼ ー リ と シ ャ ル ロ ッ ト の 親 密 そ う な 様 子 に 激 高 し た ブ レ テ ィ ニ は 、

彼 女 と 二 人 き り に な る 機 会 を 作 り 、 彼 女 に マ ゼ ー リ の 企 み に つ い て 忠 告 す る 。 し か し

彼 女 の 方 で も そ う い う こ と は 承 知 し て い た 。 彼 女 は 少 女 ら し い 意 地 悪 さ を 伴 っ た 無 邪

気 さ か ら マ ゼ ー リ 医 師 の 来 訪 を 楽 し ん で い た だ け で あ っ た 。

　シャルロットは、顔をあげていた。その微笑のうちに、りこうそうなまなざしのうちに、そ

り身の小さな鼻に、くちびるのあいだから見えている歯の、ぬれた、つやのあるかがやきのう

ちに、飾りけのないあいきょうが、陽気なちゃめっけが、愛すべきいたずら心がありありとあ

らわれていたので、ポールは荒々しい衝動によって、彼女のほうにかりたてられるのを感じた。

このあいだまで愛人の足もとに、情熱にわれを忘れた彼を投げださせたのも、この衝動なのだっ

た。…ポールは、いきなり娘の両手をつかんで、もの狂おしくそれにキスした。それは、おも

わず感情にかられた一瞬だった。…「このぼくは！あなたを愛してる、かわいいシャルロット、

ぼくは、あなたを愛してる！」…シャルロットは立ちあがっていた。ポールも腰を上げた。娘

を両腕に抱いて、夢中でキスした56）。

　 そ の 様 子 を 偶 然 台 所 に 入 っ て き て 見 た オ リ オ ル 老 人 は 激 高 し て ブ レ テ ィ ニ を 非 難 し 、

つ か み か か る が 、 ブ レ テ ィ ニ は 逆 に オ リ オ ル 老 人 に シ ャ ル ロ ッ ト と の 結 婚 を 申 し 込 む 。

し か し 老 人 は ゴ ン ト ラ ン に 引 き 続 い て ブ レ テ ィ ニ も オ リ オ ル 家 の 財 産 を 盗 み に 来 た と

思 い こ み 、 ブ レ テ ィ ニ を 罵 倒 す る 。

　 そ れ は 、 ま る で ア ン デ ル マ ッ ト と そ の 家 族 や 友 人 連 が 毎 晩 や っ て き て は 、 じ い

さ ん の も の を か す め と り 、 地 所 な り 、 温 泉 な り 、 娘 た ち な り 、 な に か を か っ さ ら っ

て ゆ き で も す る か の よ う に 聞 こ え る の だ っ た 5 7 ） 。

　 ブ レ テ ィ ニ も た ま り か ね て 、 シ ャ ル ロ ッ ト の 持 参 金 な ど 当 て に し て い な い こ と を 言



明 し て し ま う 。 実 際 彼 は 小 麦 粉 の 卸 で 財 産 を 築 い た 父 親 の お か げ で 大 金 持 ち の 青 年 の

放 蕩 生 活 を 送 っ て 来 た の だ っ た 。 こ の 言 葉 に 老 人 の 心 も 落 ち 着 き 、 持 参 金 な し で の 結

婚 を 承 知 す る 。 た と え ば バ ル ザ ッ ク の 作 品 な ど を 読 ん で い る と き 、 当 時 1 9 世 紀 の し か

る べ き 人 々 の 結 婚 に お け る 妻 方 の 「 持 参 金 」 制 度 の 重 要 性 に 驚 く こ と が あ る 。 身 分 に

見 合 っ た 持 参 金 が な い ば か り に 修 道 院 や 館 で 未 婚 の ま ま 一 生 を 終 わ る と い う 貴 族 の 娘

も 珍 し く は な か っ た 。 こ の 長 編 で も 豪 農 の オ リ オ ル 老 人 は 娘 の 結 婚 に 際 し て 、 長 女 ル

イ ー ズ に も 次 女 シ ャ ル ロ ッ ト に も そ の 社 会 的 地 位 に ふ さ わ し い 持 参 金 を つ け ね ば な ら

な い の だ が 、 こ の 場 合 そ の 条 件 を 先 方 か ら 放 棄 し た の で あ る 。 社 会 的 身 分 に 伴 う 義 務

よ り も 吝 嗇 を 選 ん だ オ リ オ ル 老 人 は ブ レ テ ィ ニ の 申 し 出 を 受 け た の だ っ た 。 成 り 行 き

任 せ で 娘 の 気 持 ち も 確 か め ず 、 婚 約 に 追 い 込 ま れ て し ま っ た ブ レ テ ィ ニ は オ リ オ ル 家

を 出 た と き 、 地 球 が も は や こ れ ま で と 同 じ 方 向 に 回 転 し て い な い よ う な 気 が し た 。 「 そ

の う ち 、 こ う も 考 え た 。 『 ま あ 、 い い さ ！ ひ ょ っ と し た ら 、 世 界 中 捜 し ま わ っ た っ て 、

あ れ よ り 分 の い い 相 手 は 見 つ か ら な か っ た か も し れ ん ぞ 。 』 そ う 思 っ て 、 運 命 の 手 で

し か け ら れ た こ の わ な を 、 心 の 底 で は う れ し く 感 じ て い た 5 8 ） 。

　 翌 日 に は こ の ブ レ テ ィ ニ 婚 約 の ニ ュ ー ス （ オ リ オ ル 老 人 が あ ち こ ち で 吹 聴 し て い た ）

や 、 マ ゼ ー リ 医 師 が ク ロ シ ュ 教 授 の 娘 と 駆 け 落 ち し た ニ ュ ー ス （ シ ャ ル ロ ッ ト へ の 言

い 寄 り は 教 授 の 娘 を 嫉 妬 さ せ る た め の も の か 、 そ れ を 隠 れ 蓑 に し て 教 授 に 隠 れ て 密 か

に 会 い 続 け て い た の か は 誰 に も わ か ら な か っ た ） 、 モ ン ト リ オ ル 温 泉 の 源 泉 の ボ ー リ

ン グ 作 業 を 指 導 し た 療 養 中 の 元 技 師 オ ー ブ リ ー ・ パ ス ト ゥ ー ル が 卒 中 で 急 死 し た

ニ ュ ー ス 5 9 ） 、 ブ レ テ ィ ニ 婚 約 の 報 を 聞 い た ク リ ス テ ィ ア ー ヌ が シ ョ ッ ク の あ ま り 早 過

ぎ る 陣 痛 を 迎 え た ニ ュ ー ス な ど が ア ン ヴ ァ ル の 町 を か け 巡 っ た 。 ク リ ス テ ィ ア ー ヌ は

肉 体 的 な 苦 痛 に 加 え て 、 自 分 の 愛 す る 男 、 こ れ か ら 生 ま れ る 命 の 父 親 で も あ る 男 が 他

の 女 を 愛 し て い て 、 そ の 女 と 結 婚 し よ う と し て い る と い う 肉 体 的 苦 痛 以 上 の 責 め 苦 に

苦 し ん だ 。 彼 女 が 今 ま で 恐 れ て い た の は 彼 の 情 人 た ち の 存 在 に す ぎ な か っ た の だ 。 1 5

時 間 の 陣 痛 の 後 彼 女 は 女 児 を 出 産 し た 。 ア ン デ ル マ ッ ト は 彼 女 の 付 き 添 い に オ ノ ラ 夫

人 を 考 え る が 、 彼 女 は 最 初 は 激 し く 拒 絶 す る 。 し か し 残 酷 な 好 奇 心 に 負 け て 二 組 の カ ッ

プ ル の 彼 女 の 家 で の 様 子 を 語 っ て も ら う 。 彼 女 と ブ レ テ ィ ニ の 仲 を 知 る 由 も な い オ ノ

ラ 夫 人 は 自 宅 で の ブ レ テ ィ ニ な ど の 様 子 を 彼 女 の 求 め に 応 じ て 縷 々 語 っ て 聞 か せ る 。

彼 女 は 自 分 の 恋 を 追 想 す る よ う に 、 ブ レ テ ィ ニ の シ ャ ル ロ ッ ト に 対 す る 求 愛 の 様 子 に

聞 き 入 る 。 そ こ へ 彼 女 に ブ レ テ ィ ニ 婚 約 の ニ ュ ー ス を 教 え て 早 産 の き っ か け を 作 っ た

老 医 師 ブ ラ ッ ク 博 士 が 見 舞 い が 告 げ ら れ る が 、 そ れ を 知 っ た 彼 女 は 急 に 錯 乱 状 態 に 陥

り 、 そ の 後 二 日 間 安 静 を 必 要 と し た 。

　 完 全 に 正 気 に 返 る と 彼 女 は 自 分 が す っ か り 別 人 に な っ た よ う な 気 が し た 。 す で に 何

も か も が 遠 い 過 去 に 位 置 し て い る よ う な 気 が し た 。 そ し て 彼 女 は 悟 っ た 、 今 後 ブ レ テ ィ

ニ と 愛 し 愛 さ れ る こ と は も う な い の だ と い う こ と を 。 彼 女 は 初 め て 訪 れ た 明 晰 な 思 考

の 光 で も っ て 自 分 の 精 神 を 照 ら し 出 し て い た 。

　この光が、人生を、人間を、事物を、地上にあるものいっさいを、地上全体を、かつて見た

こともない姿で、見せてくれるのだった。…彼女はさとった、さまざまなできごとのさなかを、

だれかれが並んで歩いてはいるけれど、なにものをもってしても、けっしてふたりの人間をほ

んとうにいっしょに結びつけることはできないのだ、と。…クリスティアーヌは、子供を胸に



抱きしめながら、「永久にさようなら－さようなら！」とつぶやいた60）。

　 こ こ に 人 間 同 士 は 結 局 は 理 解 し 合 う こ と が で き な い の だ と い う モ ー パ ッ サ ン の ペ シ

ミ ズ ム を 見 る こ と が で き る だ ろ う 。 「 世 界 の は じ ま り 以 来 の 人 間 た ち の 努 力 が 、 無 力

な が ら も 、 た え ま の な い も の 」 で あ っ て 、 「 外 殻 の 中 に 永 久 に 閉 じ こ め ら れ て 、 永 久

に 孤 独 で あ る 人 間 た ち の 魂 が 、 も が い て 、 そ の 外 殻 を 突 き 破 ろ う と す る 不 屈 の 努 力 」
6 1 ） で あ る こ と は 認 め て も 「 人 生 に お い て 、 人 間 た ち を 、 空 の 星 ほ ど に も 互 い に 遠 く 隔

て さ せ て お く 、 こ の 目 に 見 え ぬ 障 壁 を 突 き 破 る こ と は 、 こ れ ま で だ れ に も で き な か っ

た し 、 こ れ か ら も で き な い だ ろ う 」 6 2 ） こ と が ク リ ス テ ィ ア ー ヌ の 思 考 と い う 形 を 借 り

て 述 べ ら れ て い る の で あ る 。

　 一 方 、 ク リ ス テ ィ ア ー ヌ を 捨 て た 罪 の 意 識 を 持 つ ブ レ テ ィ ニ は 、 彼 女 に 促 さ れ て よ

う や く ホ テ ル の 部 屋 を 訪 ね る 決 心 を す る が 、 そ こ に 待 っ て い た の は す っ か り 冷 静 に 彼

を 迎 え た ク リ ス テ ィ ア ー ヌ だ っ た 。 彼 女 は す で に 娘 と 共 に 生 き て い く 覚 悟 、 ブ レ テ ィ

ニ と は 二 度 と 会 う こ と も な い と い う 覚 悟 を 決 め て い た の だ っ た 。 ゆ り か ご の カ ー テ ン

が 上 か ら 下 ま で 金 の ピ ン で 留 め ら れ て い る の を 見 た と き 6 3 ） 、 「 彼 に は 、 相 手 が な に を

望 ん で い た の か が わ か っ た 。 自 分 を こ の 子 ど も か ら 永 久 に 隔 て て い る こ の 金 製 ピ ン の

障 壁 を 前 に し て 、 胸 を え ぐ ら れ る よ う な 感 動 が 彼 を と ら え 、 全 身 を ひ き つ ら せ た 」 6 4 ）

そ し て 彼 女 の 「 お し あ わ せ を 祈 っ て ま す わ 」 と い う 言 葉 に そ の 場 を 辞 す の だ っ た 。

　 ま た 、 こ の 日 見 舞 い に 訪 れ た ア ン デ ル マ ッ ト は ボ ヌ フ ィ ー ユ 温 泉 の 買 収 を 妻 に 告 げ

る 。 こ れ で 名 実 共 に ア ン デ ル マ ッ ト は ア ン ヴ ァ ル の 温 泉 の 支 配 者 と な っ た の で あ る 。

ユ ダ ヤ 人 の 機 敏 な 金 融 資 本 家 に し て 誠 実 な 夫 と し て 描 か れ て い る ア ン デ ル マ ッ ト は ア

ン ヴ ァ ル で 自 分 の 望 む も の す べ て を 手 に 入 れ た こ と に な る 。 た だ 一 つ 、 自 分 の 子 供 を

除 い て は 6 5 ） 。 温 泉 監 督 医 の ラ ト ヌ 博 士 が 公 開 で 行 っ た 「 自 動 式 体 操 療 法 」 の 実 験 に 立

ち 会 っ た ア ン デ ル マ ッ ト が 、 不 妊 に 効 果 が あ る こ と を 暗 示 し な が ら 述 べ る 温 泉 の 効 能

礼 賛 を 聞 い て み よ う 。

　 わ た く し 自 身 、 そ の 効 能 を 、 自 分 に と っ て き わ め て た い せ つ な あ る 人 物 に た め

し て み る こ と が で き た の で す 。 わ が 家 の 血 統 が た え な い と す れ ば 、 そ れ こ そ 、 こ

の モ ン ト リ オ ル 温 泉 の お か げ で あ り ま す 6 6 ） 。

　 さ て 、 い ま や 昨 年 と は 土 地 も 人 間 も す っ か り 様 変 わ り を し た の を 目 の 当 た り に し て

ゴ ン ト ラ ン が 冗 談 半 分 に 述 べ る 意 見 は 案 外 、 温 泉 町 に 代 表 さ れ る 保 養 リ ゾ ー ト と い う

も の の 核 心 を つ い て い る の か も 知 れ な い 。

　 奇 体 な と こ ろ だ 、 温 泉 町 っ て の は 。 地 上 に い ま も な お 残 っ て い る 唯 一 の お と ぎ

の 国 だ ね え ！ 二 カ 月 の う ち に 世 界 の ほ か の 部 分 で 十 カ 月 の あ い だ に 起 こ る よ り も

多 く の 事 件 が も ち あ が る ん だ か ら な 。 実 際 、 温 泉 っ て や つ は 、 鉱 物 質 を ふ く ん で

る ん じ ゃ な く て 、 ま る で 魔 術 的 な 力 を そ な え て い る み た い だ よ 。 そ れ に エ ク ス に

し ろ 、 ロ ワ イ ヤ に し ろ 、 ヴ ィ シ ー に し ろ 、 リ ュ シ ョ ン に し ろ 、 ど こ で も 同 じ こ と

さ 。 そ れ か ら 、 海 水 浴 場 だ っ て ご た ぶ ん に も れ な い 。 デ ィ エ ッ プ で も 、 エ ト ル タ

で も 、 ト ル ー ヴ ィ ル で も 、 ビ ア リ ッ ツ で も 、 カ ン ヌ で も 、 ニ ー ス で も 、 そ う な ん

だ 。 そ こ で は 、 あ り と あ る 民 族 、 あ り と あ る 社 会 の 見 本 、 ど え ら い 山 師 ど も の 見



本 に 出 っ く わ す 。 よ そ で は 見 ら れ な い 人 種 と 人 間 と の 交 錯 に 、 す ば ら し い 情 事 に

ぶ つ か る 。 女 た ち も 、 い み じ き 安 直 さ 、 す ば や さ で 、 は め を は ず す か ら ね 。 パ リ

じ ゃ な か な か な び か ぬ 女 で も 、 温 泉 場 だ と 、 こ ろ り と ま い っ ち ま う よ ！ 男 た ち に

し て も 、 そ う い う 場 所 で 、 ア ン デ ル マ ッ ト み た い に 身 代 を つ く る や つ も あ れ ば 、

オ ー ブ リ ・ パ ス ト ゥ ー ル み た い に 往 生 を と げ る や つ も あ る 。 ま た も っ と ひ ど い め

にあって…結婚をするやつもある…ぼくみたいに…それからポールみたいにね 6 7 ） 。

　 全 く も っ て 温 泉 リ ゾ ー ト に 限 ら ず 、 保 養 リ ゾ ー ト に は こ う し た 面 が あ る 。 こ う し た

魔 法 が 崩 れ る の は た と え ば マ ン の 『 魔 の 山 』 の 場 合 は 第 一 次 世 界 大 戦 の 砲 声 に よ っ て

で あ り 、 ハ ン ス ・ カ ス ト ル プ は 祖 国 を 救 う た め に 魔 法 の 眠 り か ら 目 覚 め て ア ル プ ス の

結 核 療 養 リ ゾ ー ト か ら 下 界 に 下 る の で あ っ た が 、 温 泉 町 の 場 合 も そ れ ま で の 文 化 が い っ

た ん 崩 れ 去 る に は 第 一 次 世 界 大 戦 を 待 た ね ば な ら な か っ た 。 両 大 戦 間 か ら は マ ス ・ ツ ー

リ ズ ム の 興 隆 に よ っ て か つ て の 温 泉 療 養 リ ゾ ー ト の イ メ ー ジ は 様 変 わ り を し て い く 。

だ が そ れ は ま だ こ の 物 語 か ら 30 年 も 先 の こ と で あ る 。

註

　 『 モ ン ト リ オ ル 』 の 底 本 に は プ レ イ ヤ ー ド 叢 書 の  M A U P A S S A N T ,  M o n t - O r i o l  i n

R o m a n s ,  é d i t i o n  d e  L o u i s  F o r e s t i e r ,  B i b l i o t h è q u e  d e  l a  P l é i a d e ,  G a l l i m a r d ,  1 9 8 7 .

を 使 用 し 、 引 用 の 邦 訳 に 関 し て は 基 本 的 に 『 モ ー パ ッ サ ン 全 集 』 （ 春 陽 堂 書 店 、 1 9 6 5

年 ） の 第 一 巻 所 収 の 桜 井 成 夫 氏 の 訳 に よ っ た 。 な お 註 の 中 で プ レ イ ヤ ー ド 版 の 『 モ ン

ト リ オ ル 』 を 指 す と き に は 、 単 に  M o n t - O r i o l  と の み 記 す こ と と す る 。

01 ） 梅 毒 の 治 療 と い う 説 も あ る 。

0 2 ） こ の 温 泉 町 の 名 称 は モ ー パ ッ サ ン 滞 在 当 時 は C h â t e l - G u y o n と ハ イ フ ン が つ い て

いたが、 19 世 紀 末 か ら ハ イ フ ン が 取 れ て C h â t e l g u y o n と 表 記 さ れ る の が 普 通 に な っ

た。

0 3 ） モ ー パ ッ サ ン は シ ャ テ ル ギ ュ イ ヨ ン 以 外 に も 、 エ ク ス ・ レ ・ バ ン 、 プ ロ ン ビ エ ー

ル 、 バ ニ ェ ー ル ・ ド ゥ ・ リ ュ シ ョ ン 、 デ ィ ヴ ォ ー ヌ ・ レ ・ バ ン な ど で 温 泉 療 養 を

行 っ て い る 。 C f .  A n g é l i n e  B o u r l a n g u e  e t  A l a i n  S o l d e v i l l e ,  L e s  p r o m e n a d e s

d e  M a u p a s s a n t ,  C h ê n e ,  1 9 9 3 ,  p .  9 .

04 ） H u m b l e  d r a m e  ( 1 8 8 3 ) ,  M a l a d e s  e t  m é d e c i n s  ( 1 8 8 4 ) ,  M e s  v i n g t - c i n q  j o u r s

( 1 8 8 5 )  など。

0 5 ） 2 0 世 紀 中 葉 ま で の フ ラ ン ス の 温 泉 事 情 に つ い て は 拙 稿 を 参 照 。 成 沢 広 幸 「 フ ラ ン

ス 温 泉 療 養 リ ゾ ー ト 沿 革 」 、 『 経 済 学 論 集 』 第 9 巻 第 1 号 、 宮 崎 産 業 経 営 大 学 経 済

学会、 2 0 0 0 年。

06） 「 持 続 す る 名 声 」 に つ い て は 18 世紀、 19 世 紀 、 さ ら に は 20 世 紀 初 頭 に お い て も 、

そ れ は 王 室 メ ン バ ー の 来 訪 に 由 来 す る 。 C f .  M a r c  B o y e r ,  H i s t o i r e  d u  t o u r i s m e



d e  m a s s e ,  P U F ,  1 9 9 9 ,  p p .  1 6 - 1 7 .

07 ） P h i l i p p e  L a n g e n i e u x - V i l l a r d ,  L e s  s t a t i o n s  t h e r m a l e s  e n  F r a n c e ,   P U F ,  1 9 9 0 ,

p .  3 3 .

0 8 ） シ ャ テ ル ギ ュ イ ヨ ン は オ ー ヴ ェ ル ニ ュ 地 方 の ピ ュ イ ・ ド ゥ ・ ド ー ム 県 に 位 置 し 、

標高 4 3 0 ｍ 、 現 在 の 人 口 は 4 , 7 4 3 人（ L e  g u i d e  r o u g e  F r a n c e  2 0 0 0 ,  M i c h e l i n ,

2 0 0 0 . による）、療養シーズンは 4 月 25 日から 10 月 12 日まで、適応症は消化器疾患、

泌 尿 器 疾 患 、 婦 人 病 な ど で あ る 。 C f .  C h a r l e s  P o m e r o l ,  T e r r o i r e s  e t

t h e r m a l i s m e  d e  F r a n c e ,  E d i t i o n s  d u  B R G M ,  1 9 9 2 ,  p .  1 5 0 . こ の 温 泉 は 17 世紀

か ら 知 ら れ て い た が 、 第 二 帝 政 時 代 初 期 に は そ の 評 判 は 5 0 キ ロ 足 ら ず 離 れ た だ け

の 温 泉 町 ヴ ィ シ ー が 享 受 し て い た 名 声 に は 遠 く 及 ば な か っ た 。

0 9 ） し か し 極 貧 者 の た め の 無 料 療 養 や 、 聖 職 者 や 軍 人 、 公 務 員 な ど 特 殊 な 社 会 層 に つ

い て は 様 々 な 割 引 制 度 が 存 在 し た 。

10 ） N a d i n e  B e a u t h é a c ,  L ’ a r t  d e  v i v r e  a u  t e m p s  d e  P r o u s t ,  F l a m m a r i o n ,  1 9 9 9 ,

p .  1 1 2 .

11 ） A r m a n d  W a l l o n ,  L a  v i e  q u o t i d i e n n e  d a n s  l e s  v i l l e s  d ’ e a u x  ( 1 8 5 0 - 1 9 1 4 ) ,

H a c h e t t e ,  1 9 8 1 ,  p .  3 0 7 .

12 ） C f .  I b i d . ,  c i n q u i è m e  p a r t i e .

1 3 ） 温 泉 ご と に 一 人 任 命 さ れ る 公 的 な 役 職 で 、 温 泉 に 関 す る 規 制 や 取 り 締 ま り の 責 任

者 。 こ う し た 職 責 の 起 源 は 1 7 世 紀 初 頭 の ア ン リ 四 世 時 代 に 遡 る 。 こ の 物 語 の 時 期

の 直 後 、 1 8 8 9 年 に こ の 制 度 は 廃 止 さ れ た 。

1 4 ） 実 際 ア ン ヴ ァ ル と い う 小 さ な 「 温 泉 」 町 は シ ャ テ ル ギ ュ イ ヨ ン の 南 3 キ ロ の ヴ ォ

ル ヴ ィ ッ ク 街 道 沿 い に 存 在 す る 。 今 日 の 人 口 は 1 , 3 0 0 人 以 上 で あ る が 物 語 の 当 時

1 8 8 0 年 代 に は お よ そ 7 0 0 人 の 村 で あ っ た 。 し か し ア ン ヴ ァ ル の 鉱 泉 は 摂 氏 1 5 度 の

冷 泉 で あ り 、 こ の 小 説 の モ デ ル と な っ た の は モ ー パ ッ サ ン が 三 回 滞 在 し た シ ャ テ

ル ギ ュ イ ヨ ン で あ る こ と に 疑 い は な い 。

　 　 主 要 登 場 人 物 　 ラ ヴ ネ ル 侯 爵 ： こ の 温 泉 町 に 続 け て 毎 年 滞 在 す る よ う に な っ た 人

物 で 、 ク リ ス テ ィ ア ー ヌ と ゴ ン ト ラ ン の 父 親 。 ウ ィ リ ア ム ・ ア ン デ ル マ ッ ト ： ク

リ ス テ ィ ア ー ヌ の 夫 で パ リ の 金 融 資 本 家 、 ユ ダ ヤ 人 。 ポ ー ル ・ ブ レ テ ィ ニ ： ゴ ン

ト ラ ン の 友 人 。 オ リ オ ル 老 人 ： 土 地 の 豪 農 で 温 泉 の 湧 き 出 た 地 所 の 所 有 者 、 そ の

長 男 ジ ャ ッ ク 、 長 女 ル イ ー ズ 、 次 女 シ ャ ル ロ ッ ト 。

　 　 梗 概 　 第 一 部 。 ラ ヴ ネ ル 侯 爵 は 娘 夫 婦 の ア ン デ ル マ ッ ト 夫 妻 、 息 子 ゴ ン ト ラ ン （ お

よ び 息 子 の 友 人 ブ レ テ ィ ニ ） と ア ン ヴ ァ ル の ホ テ ル に 温 泉 療 養 の た め に 滞 在 し て

い る が 、 こ の と き ま で ア ン ヴ ァ ル に は ボ ヌ フ ィ ー ユ 泉 し か 存 在 し な か っ た 。 彼 ら

の 散 策 を 通 し て ア ン ヴ ァ ル の 温 泉 の カ ジ ノ 、 遊 歩 道 、 鉱 泉 飲 用 場 、 公 園 の オ ー ケ

ス ト ラ 、 温 泉 治 療 施 設 の 中 身 、 食 事 を 知 ら せ る ホ テ ル の 鐘 の 音 、 さ ら に は ホ テ ル

で の 会 食 形 式 の 食 事 の 様 子 な ど 、 温 泉 療 養 の な じ み の 光 景 が 簡 潔 に 紹 介 さ れ る 。

彼 ら の 滞 在 の は じ め に あ る 出 来 事 が 起 こ る 。 ア ン ヴ ァ ル の 大 地 主 で あ る オ リ オ ル

老 人 が 自 分 の 畑 の 一 部 を 占 め て い た 小 さ な 岩 山 を 耕 作 の 邪 魔 に な る か ら と 爆 破 し

た と こ ろ 、 そ こ か ら 温 泉 が 湧 出 し た 。 見 物 人 が 様 々 な 感 想 を 持 つ 中 で 、 た ち ま ち

ア ン デ ル マ ッ ト は ボ ヌ フ ィ ー ユ 泉 と は 違 う 温 泉 施 設 を そ こ に 作 る 可 能 性 に 気 づ き 、

オ リ オ ル 老 人 の 説 得 を は じ め と す る 具 体 的 な 算 段 に 取 り か か る 。 一 方 ブ レ テ ィ ニ

と ク リ ス テ ィ ア ー ヌ は 毎 日 散 策 や エ ク ス カ ー シ ョ ン に 出 か け る う ち に 彼 ら が 最 初



に お 互 い に 抱 い た あ ま り 好 意 的 で は な い 印 象 は 次 第 に 修 正 さ れ 、 少 し ず つ 惹 か れ

合 っ て い く 。 し か し パ リ と ア ン ヴ ァ ル を 行 き 来 し て 温 泉 売 り 出 し の 事 業 に か ま け

て い る ア ン デ ル マ ッ ト は す こ し も 気 づ か な い 。 ア ン デ ル マ ッ ト が 温 泉 の 売 り 出 し

準 備 を 進 め る の と 平 行 し て 、 彼 ら の 恋 も ま た 進 展 す る 。 ア ン デ ル マ ッ ト を 社 長 と

し 、 侯 爵 や ゴ ン ト ラ ン 、 パ リ の 財 界 人 や 土 地 を 現 物 出 資 し た オ リ オ ル 老 人 な ど を

株 主 と し 、 ブ レ テ ィ ニ も 出 資 し た 温 泉 開 発 会 社 が 設 立 さ れ 、 本 格 的 な 温 泉 地 整 備

が 始 ま る と こ ろ で こ の 年 の シ ー ズ ン が 終 わ る （ パ リ に 戻 っ て か ら も 二 人 は 逢 瀬 を

重 ね 、 ク リ ス テ ィ ア ー ヌ は ブ レ テ ィ ニ の 子 を 身 ご も る ） 。

　 　 第 二 部 。 翌 年 の シ ー ズ ン に は す で に 新 温 泉 は 完 成 し 、 ア ン デ ル マ ッ ト が パ リ の 数

名 の 高 名 な 医 師 を 通 し て 行 っ た 宣 伝 工 作 の お か げ で 療 養 客 の 来 訪 も 上 々 と な る 。

前 年 と 同 じ 顔 ぶ れ の 主 だ っ た 療 養 客 も 再 び ア ン ヴ ァ ル に 滞 在 す る 。 ブ レ テ ィ ニ は

妊 娠 し て 最 早 彼 に と っ て 魅 力 を 失 っ た ク リ ス テ ィ ア ー ヌ を 避 け る よ う に な っ た が 、

彼 女 の 方 で は 一 層 彼 に 執 着 し 、 ア ン ヴ ァ ル へ も 再 三 の 懇 願 に よ っ て 来 さ せ た の だ っ

た 。 し か し ク リ ス テ ィ ア ー ヌ に 対 す る ブ レ テ ィ ニ の 態 度 は 新 温 泉 の 評 判 と 反 比 例

し て 冷 え て い く 。 彼 女 も そ れ に 次 第 に 気 づ か ざ る を 得 な い 。 一 方 ア ン デ ル マ ッ ト

は 母 親 の 遺 産 を 食 い つ ぶ し た ゴ ン ト ラ ン の 破 産 が 間 近 い こ と を 彼 に 伝 え 、 そ れ を

避 け る に は オ リ オ ル 老 人 の 二 人 娘 の 一 人 と 結 婚 し て 、 婚 資 代 わ り の 土 地 （ こ れ が

ゴ ン ト ラ ン の 主 た る 債 権 者 ア ン デ ル マ ッ ト に と っ て は 温 泉 施 設 の 発 展 の た め に 是

非 と も 必 要 で あ っ た ） を 得 る し か な い と 説 得 す る 。 温 泉 施 設 と ホ テ ル 、 ホ テ ル と

カ ジ ノ を 結 ぶ そ う し た 土 地 が 入 手 で き れ ば ア ン デ ル マ ッ ト は 事 実 上 ア ン ヴ ァ ル の

新 温 泉 を 支 配 で き る の だ っ た 。 自 分 は 破 産 を 免 れ 、 義 理 の 弟 は 垂 涎 の 土 地 を 得 る

こ の 提 案 を ゴ ン ト ラ ン は 承 諾 す る 。 オ リ オ ル 老 人 の 娘 は 二 人 と も 女 子 修 道 院 で 教

育 を 受 け 、 双 子 の よ う に 似 て い た が 、 よ り 理 知 的 な 姉 ル イ ー ズ よ り も よ り 官 能 的

な 妹 シ ャ ル ロ ッ ト を 選 ん だ ゴ ン ト ラ ン は 彼 女 に 数 週 間 の 間 言 い 寄 り 、 彼 女 が 求 婚

を 承 諾 す る と 確 信 す る や ア ン デ ル マ ッ ト を 使 者 に 立 て て そ れ と な く オ リ オ ル 老 人

の 意 向 を 探 ら せ る 。 巧 妙 で 狡 猾 な 老 人 は す で に ゴ ン ト ラ ン の 求 婚 を 察 知 し 、 ま た

ア ン デ ル マ ッ ト に 必 要 な 土 地 の 価 値 も 十 分 に 承 知 し て い た の で 、 彼 女 の 婚 資 と し

て は 差 し 当 た り は 利 用 価 値 の な い 部 分 の 地 所 （ 後 に な れ ば 別 荘 地 と し て 高 く 分 譲

で き る 区 画 で は あ っ た が 、 ア ン デ ル マ ッ ト に は 無 価 値 の 土 地 で あ っ た ） を 提 示 し 、

ア ン デ ル マ ッ ト 垂 涎 の 土 地 は 姉 娘 の ル イ ー ズ の 婚 資 と し て 用 意 す る 旨 の 回 答 を 与

え る 。 ゴ ン ト ラ ン は 憤 慨 し な が ら も シ ャ ル ロ ッ ト を 捨 て 、 巧 み に 姉 娘 に 乗 り 換 え

る が 、 ル イ ー ズ は 妹 へ の 無 意 識 の 嫉 妬 と 競 争 心 か ら こ の 求 愛 を 受 け 入 れ る 。 さ ら

に ア ン デ ル マ ッ ト は 不 振 を 極 め て い た ボ ヌ フ ィ ー ユ 温 泉 を 買 収 し て 、 ア ン ヴ ァ ル

の 温 泉 を す べ て の 支 配 者 と な っ た 。 一 方 今 や 重 荷 と な っ た ク リ ス テ ィ ア ー ヌ を 遠

ざ け つ つ あ っ た ブ レ テ ィ ニ は 傷 心 の シ ャ ル ロ ッ ト を 慰 め る が 、 彼 は 次 第 に こ の 娘

に 惹 か れ て い く 。 二 人 の 関 係 を 全 く 知 ら な い 彼 女 の 方 で も 傷 つ い た 心 を 少 し づ つ

彼 に 開 い て い く 。 あ る 晩 、 激 し た ブ レ テ ィ ニ が 彼 女 を 初 め て 思 わ ず 抱 擁 し た 現 場

を オ リ オ ル 老 人 に 見 つ け ら れ 、 非 難 さ れ た ブ レ テ ィ ニ は 彼 女 と の 結 婚 を 申 し 込 ん

で し ま う 。 現 場 を 押 さ え ら れ た 弱 み か ら 持 参 金 な し と い う 条 件 に 老 人 も 安 心 す る 。

実 際 ブ レ テ ィ ニ は 莫 大 な 年 収 を 得 て い た の で 、 ゴ ン ト ラ ン と 違 っ て 妻 の 財 産 を 当

て に す る 気 持 ち は な か っ た の だ っ た 。 し か し ブ レ テ ィ ニ の 愛 が 冷 め た の と 妊 娠 末

期 の 様 々 な 思 い 煩 い で 気 の 滅 入 っ て い た ク リ ス テ ィ ア ー ヌ は ブ レ テ ィ ニ の 結 婚 の



噂 を 聞 い た と き 大 き な シ ョ ッ ク を 受 け 、 そ の 結 果 月 足 ら ず の 陣 痛 が 起 き て し ま う 。

女 児 の 出 産 と そ の 後 の 一 時 的 な 錯 乱 を 経 て 彼 女 は す っ か り 精 神 的 に 生 ま れ 変 わ り 、

ブ レ テ ィ ニ を 諦 め る こ と が で き た 。 彼 女 は 少 女 の よ う な メ ン タ リ テ ィ か ら 大 人 の

女 の 覚 悟 を 持 つ 女 性 へ と 生 ま れ 変 わ っ た の だ 。 彼 女 の 部 屋 を よ う や く の 思 い で 訪

ね た ブ レ テ ィ ニ は 彼 女 の す っ か り 醒 め た 態 度 と 、 彼 の 子 で も あ る 女 児 を 彼 に 見 せ

な い こ と と で 彼 女 の 覚 悟 を 悟 り 彼 女 の 部 屋 を 辞 す の だ っ た 。

15 ） C f .  W a l l o n ,  o p .  c i t . ,  p .  1 7 7 .

1 6 ） 「 面 白 い こ と に 温 泉 治 療 方 法 の 適 用 の 中 に は い く つ か の 変 わ ら な い 特 徴 が 見 受 け

ら れ る 。 た と え ば 通 常 は 2 1 日 間 と さ れ る 治 療 期 間 で あ る 。 す で に し て ヘ ロ ド ト ス

は 治 療 を 三 週 間 に と ど め る よ う に 忠 告 し て い た が 、 こ の こ と は お お よ そ の と こ ろ

月 の 位 相 と 一 月 の 期 間 に 相 当 し て い た 。 こ の 2 1 日 間 と い う 習 慣 は 近 代 の ほ と ん ど

す べ て の リ ゾ ー ト で も 繰 り 返 さ れ 、 そ う し た リ ゾ ー ト で は 三 週 間 の 治 療 に 引 き 続

い て 三 年 の 治 療 を 勧 め た の で あ っ た 」 。 （ J e a n - P a u l  C l é b e r t ,  G u i d e  d e  l a

F r a n c e  t h e r m a l e ,  H o r a y ,  1 9 7 4 ,  p .  3 1 . )

1 7 ） カ ジ ノ は ナ ポ レ オ ン 一 世 治 下 の 1 8 0 6 年 6 月 2 4 日 の 勅 令 に よ っ て 、 温 泉 町 に シ ー ズ

ン の 間 だ け 営 業 が 許 可 さ れ た 娯 楽 と 賭 博 の 複 合 施 設 で あ っ た が 、 第 二 帝 政 下 で は

こ の 決 定 を も と に し て カ ジ ノ が ほ と ん ど す べ て の 温 泉 町 に 開 設 さ れ 、 温 泉 施 設 に

は 不 可 欠 の も の と な っ た 。 た と え ば シ ャ ル ル ・ ガ ル ニ エ が 1 8 8 0 年 代 に 建 設 し た コ

ン ト レ ク セ ヴ ィ ル の カ ジ ノ に は 、 射 撃 場 や ク レ ー 射 撃 場 、 ジ ム 、 ボ ク シ ン グ の リ

ン グ 、 フ ェ ン シ ン グ 練 習 場 な ど が 付 属 し て い た 。 C f .  E u g e n  W e b e r ,   F i n  d e

s i è c l e   L a  F r a n c e  à  l a  f i n  d u  X I X e  s i è c l e ,  F a y a r d ,  1 9 8 6 ,  p .  2 2 9 .

18 ） C f .  W a l l o n ,  o p .  c i t . ,  p .  1 5 9 - 1 6 0 .

19 ） M o n t - O l i o l ,  p .  5 1 0 .

20 ） C f .  W a l l o n ,  o p .  c i t . ,  p p .  9 8 - 9 9 .

21 ） M o n t - O l i o l ,  p p .  5 1 5 - 5 1 6 .

2 2 ） オ リ オ ル 老 人 の 狡 猾 さ は 、 翌 朝 に 源 泉 の 近 く で 出 会 っ た ク ロ ヴ ィ ス 老 人 を 利 用 す

る こ と を 思 い つ く こ と に も あ ら わ れ て い る 。 と い う の も 「 こ の 土 地 一 帯 で は 名 の

売 れ た 痛 風 病 み の 老 人 」 （ M o n t - O l i o l ,  p .  5 2 3 .  ) と い う ク ロ ヴ ィ ス 老 人 の 正 体 が

実 は 密 猟 者 で あ り 、 人 目 の な い と こ ろ で は 敏 捷 に 走 り 回 る こ と を 知 っ て い る オ リ

オ ル 親 子 は 、 そ の 秘 密 の 厳 守 お よ び 数 百 フ ラ ン の 謝 礼 と 引 き 換 え に 、 源 泉 の 脇 の

掘 っ た 即 席 の 湯 壺 で ク ロ ヴ ィ ス 老 人 が 入 浴 を 続 け て 、 そ の 結 果 温 泉 の 効 能 で

リ ュ ー マ チ が 癒 え た こ と に す る と い う 約 束 を 交 わ す か ら で あ る 。 ア ン デ ル マ ッ ト

を は じ め と し て 医 師 た ち も こ の 芝 居 に す っ か り 欺 か れ て し ま う 。

23 ） M o n t - O l i o l ,  p .  4 9 3 .

24 ） I b i d . ,  p .  5 4 7 .

25 ） I b i d . ,  p .  5 7 2 .

26 ） I b i d . ,  p .  5 7 5 .

27 ） 1 8 4 8 年 の 臨 時 政 府 の 政 令 に よ る 。 「 （ …

） 鉱 泉 水 の 源 泉 は 公 共 の 財 産 で あ り 、 そ の 保 護 は 人 間 に と っ て と 同 様 国 益 に と っ

て も 重 要 で あ る 以 上 、 そ し て こ う し た 施 設 の 存 在 を 危 険 に さ ら し う る 試 み を 前 も っ

て 知 ら せ る こ と が 望 ま し く 、 ま た 緊 急 時 に 備 え る た め に 、 い か な る ボ ー リ ン グ や

地 下 で の 作 業 も 、 そ の 利 用 が 常 に 許 可 さ れ る で あ ろ う 鉱 泉 水 の 各 源 泉 か ら 少 な く



と も 1 0 0 0 メ ー ト ル の 半 径 内 に お い て は 、 県 知 事 の 事 前 許 可 を 得 な け れ ば 実 施 し え

な い で あ ろ う 」 。 C f .  L a n g e n i e u x - V i l l a r d ,  o p .  c i t . ,  p .  2 7 .

28 ） C f .  W a l l o n ,  o p .  c i t . ,  p .  1 1 4 .

29 ） W e b e r ,  o p .  c i t . ,  p p .  2 2 9 - 2 3 0 .

30 ） M o n t - O l i o l ,  p .  5 8 4 .

31 ） M a r c  B o y e r ,  L e  t o u r i s m e  d e  l ’ a n  2 0 0 0 ,  P r e s s e   u n i v e r s i t a i r e s  d e  L y o n ,

1 9 9 9 ,  p .  9 1 .

32 ） ブ ロ ソ ン 家 は 以 前 に は ヴ ィ シ ー の 源 泉 の 開 発 利 用 権 を し ば ら く 賃 借 し て い た 。 ヴ ィ

シ ー は 国 有 で あ っ た が 、 温 泉 開 発 利 用 の 権 利 を 第 三 者 に 賃 貸 し て い た 。 国 有 で あ

り な が ら 民 間 経 営 と い う こ の よ う な 温 泉 は ほ か に は ブ ル ボ ー ヌ 、 プ ロ ン ビ エ ー ル 、

ヴ ィ シ ー 、 ブ ル ボ ン ・ ラ ル シ ャ ン ボ な ど が 挙 げ ら れ る 。 国 有 で 国 営 と い う の は エ

ク ス ・ レ ・ バ ン 一 つ で あ る 。

33 ） C f .  W a l l o n ,  o p .  c i t . ,  p p .  9 7 - 9 8 .

3 4 ） プ レ イ ヤ ー ド 版 の 解 説 に よ る と 、 彼 は す ぐ さ ま こ の 事 件 に 興 味 を 持 ち 、 最 初 の 梗

概 を 書 き 送 っ た が 、 こ れ は 『 ジ ル ・ ブ ラ ス 』 紙 と 『 ゴ － ロ ワ 』 紙 に 掲 載 さ れ た 。

1 8 8 5 年 8 月 に 『 私 の 2 5 日 間 』 と い う タ イ ト ル で 温 泉 療 養 の 話 が 載 っ た の は 『 ゴ ー

ロ ワ 』 紙 で あ っ た 。

35 ） W e b e r ,  o p .  c i t . ,  p .  2 2 5 .

36 ） M o n t - O l i o l ,  p .  6 9 6 .

37 ） I b i d . ,  p .  6 1 0 .

38 ） I b i d . ,  p .  6 1 1 .

39 ） I b i d . ,  p .  6 2 0 .

40 ） C f .  W a l l o n ,  o p .  c i t . ,  p .  2 5 0 .

41 ） M o n t - O l i o l ,  p .  6 1 6 .

42 ） M a r c  B o y e r ,  I n v e n t i o n  d u  t o u r i s m e ,  G a l l i m a r d ,  1 9 9 6 ,  p p .  6 0 - 6 1 .

43 ） M o n t - O l i o l ,  p .  6 2 1 .

44 ） I b i d . ,  p .  6 2 3 .

45 ） I b i d . ,  p p .  6 3 0 - 6 3 1 .

46 ） I b i d . ,  p .  6 3 4 .

47 ） I b i d . ,  p .  6 4 6 .

48 ） I b i d . ,  p p .  6 1 2 - 6 1 3 .

49 ） I b i d . ,  p .  6 3 1 .

50 ） B o y e r ,  H i s t o i r e  d u  t o u r i s m e  d e  m a s s e ,  p .  3 1 .

51 ） M o n t - O l i o l ,  p .  6 5 3 .

52 ） I b i d . ,  p .  6 6 2 .

53 ） I b i d . ,  p .  6 6 1 .

54 ） I b i d . ,  p .  6 6 9 .

55 ） I b i d . ,  p .  6 6 9 .

56 ） I b i d . ,  p .  6 7 2 .

57 ） I b i d . ,  p .  6 7 3 .

58 ） I b i d . ,  p .  6 7 4 .

59 ） も ち ろ ん 、 温 泉 療 養 中 の 患 者 の 死 亡 は 温 泉 町 の 評 判 に 関 わ る 不 吉 な こ と で あ っ た 。



し か し 万 一 そ う い う 事 態 が 起 こ っ た 場 合 に は 故 郷 で 埋 葬 す る た め に 遺 体 に 防 腐 処

置 を 施 す 必 要 が あ り 、 大 き な 温 泉 リ ゾ ー ト に は こ の 種 の 専 門 家 が 存 在 し た 。 1 8 6 4

年 に ガ ル ニ エ 兄 弟 の 出 版 し た ヴ ィ シ ー の ガ イ ド に は 、 療 養 者 に 役 立 つ 一 般 的 な 情

報 の 項 に 「 死 亡 の 場 合 」 と い う 悪 趣 味 な も の が あ っ た 。 し か し 医 師 が 瀕 死 の 病 人

を 温 泉 リ ゾ ー ト に 送 り 込 ま な く な っ た た め と 、 万 一 死 亡 の 場 合 に は 温 泉 医 が 大 急

ぎ で 遺 体 を 送 り 返 し た た め に 、 こ の よ う な 情 報 提 供 は 一 般 的 と は な ら な か っ た 。

C f .  W a l l o n ,  o p .  c i t . ,  p p .  2 2 1 - 2 2 2 .

60 ） M o n t - O l i o l ,  p p .  6 9 1 - 6 9 2 .

61 ） I b i d . ,  p .  6 9 1 .

62 ） I b i d . ,  p .  6 9 1 .

63 ） ピ ン は 男 の 裏 切 り と 別 離 の 象 徴 で あ っ た 。

64 ） M o n t - O l i o l ,  p .  7 0 0 .

6 5 ） 露 骨 に 悪 辣 な 資 本 家 と い う イ メ ー ジ か ら は ほ ど 遠 い が 、 世 の す べ て の 事 物 に 正 確

な 価 を 付 け る こ と を 当 然 と 思 い 、 金 銭 が す べ て の 判 断 基 準 と な り 、 仕 事 に か ま け

て 妻 の 不 倫 に も 全 く 気 づ か ず 、 結 局 は ブ レ テ ィ ニ （ フ ラ ン ス 人 ） の 子 ど も を 自 分

（ ユ ダ ヤ 人 ） の 子 ど も と 信 じ て 疑 わ な い ア ン デ ル マ ッ ト の 金 銭 面 以 外 で は 「 誠 実 」

か つ 「 素 朴 」 な 性 格 設 定 と い う 、 い さ さ か カ リ カ チ ュ ア じ み た 描 き 方 と 、 夫 に 対

す る 妻 の 罪 の 意 識 の な さ （ ク リ ス テ ィ ア ー ヌ は 夫 と 自 分 が あ ま り も 違 い す ぎ て い

る と 思 い こ む こ と に よ っ て 、 自 分 の 道 徳 的 な 罪 を 感 じ ら れ な い の で あ る ） 、 さ ら

に 彼 に 対 す る ゴ ン ト ラ ン の 人 種 的 揶 揄 な ど か ら モ ー パ ッ サ ン の 反 ユ ダ ヤ 主 義 を 云 々

す る こ と は 早 計 で あ っ て 、 こ の 作 品 は 当 時 の フ ラ ン ス の 反 ユ ダ ヤ 的 な 雰 囲 気 を 作

中 人 物 の 一 部 に 反 映 し て い る と 見 る 方 が 適 当 だ ろ う 。 モ ー パ ッ サ ン 自 身 、 ロ ス チ ャ

イ ル ド 一 族 を 始 め と す る ユ ダ ヤ 人 と 交 際 が あ り 、 彼 ら の 社 会 を 近 く か ら 見 知 っ て

い た か ら こ そ 、 ア ン デ ル マ ッ ト と い う 人 物 を 創 造 し 得 た の だ っ た が 、 そ れ と 同 時

に 当 時 は 、 『 モ ン ト リ オ ル 』 （ 1 8 8 7 年 ） 出 版 の 一 年 前 に た と え ば ド ゥ リ ュ モ ン の

ユ ダ ヤ 人 排 撃 の 書 『 ユ ダ ヤ 人 の フ ラ ン ス 』 （ 1 8 8 6 年 ） が 大 き な 反 響 を 呼 ん だ よ う

に 、 あ る い は 1 8 8 9 年 に は フ ラ ン ス 反 ユ ダ ヤ 人 連 盟 が 結 成 さ れ た よ う に 、 フ ラ ン ス

全 体 に 反 ユ ダ ヤ 的 雰 囲 気 が 漂 っ て い た 時 代 で も あ っ た 。 そ し て そ う し た 雰 囲 気 は

ド レ フ ュ ス 事 件 （ 1 9 0 4 年 ） で 一 つ の ピ ー ク を 迎 え る の で あ る 。

66 ） M o n t - O l i o l ,  p p .  6 9 7 - 6 9 8 .

67 ） I b i d . ,  p .  6 8 5 .
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